
広報�

SHOGAWA�
PUBLIC RELATIONS

今月の主な内容�

元気にスタート�
新学期�

ホームページアドレス http://www.town.shogawa.toyama.jp/   Eメール shogawa@p1.tst.ne.jp

２００３�
No.588

月号�４�
力を併せ未来へ�
（砺波市・庄川町合併協議会設置） ・・・・・・・・・・ 2～3�
議会だより ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4～9�
平成15年度予算の概要 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10～13�
くらしのカレンダー ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 15�
みんなのひろば  ～まちの出来事～ ・・・・ 18～19

きれいな花を咲かせよう！！�
　小学校の6年1組のみんな
が花の球根の植替え作業を行
いました。�



となみチューリップフェア�に�
みんなで来てね�

2H15年／4月号�

　３月２２日（土）にチューリップ四季彩館で開催さ
れた花と緑のフォーラムで砺波嵐山桜保存会のご
厚意で砺波市に譲られた町の花木 江戸彼岸桜の苗
木１００本と町木のユズの苗木が記念樹として砺波
市長から市民の皆さんに贈られました。砺波市で
は、毎年結婚や出生・新築を祝い市民に記念樹が贈
られています。�
　幸せを願う家庭の庭できれいな花を咲かせてく
れるといいですね。�

　砺波市民には、毎年広報といっしょにチューリ
ップフェアの入場券が配られています。今回、砺
波市のご厚意により今月号の広報に、同じ入場券
が同封されています。是非、この機会にチューリ
ップフェアに行ってみましょう。�

チューリくん� リップちゃん�

定例会においても上程され、全会一致で原案どおり�
可決されました。 ４月１日には、  砺波市・庄川町合�
併協議会が設立され、平成１６年１２月の新生砺波市の�
誕生に向けて、これから正式に協議が始まります。�

未
来
へ
�

2 0 0 3「江戸彼岸桜」を砺波市へ�町の�

花木�



SHOGAWA�
    TOWN

富山県のハート�

ふれあい
手
と
手
を
�

 
 
取
り
合
っ
て
�

が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
�

癒しと交流の場として整備が進められています�

ロード�ふれあい�

3 H15年／4月号�

　４月１日より、砺波市斎場を利用する場
合は、砺波市民と同額の使用料で利用でき
るようになりました。�
　使用料は以下のとおりです。�

※なお、井波町火葬場については、従来通り使用で
きます。�

（単位：円）�

区　分� 種　　　別� 単　位� 使用料�

�
火葬炉�
�
�

汚物炉�
�
�
霊安室�

１２歳以上の死体�
１２歳未満の死体�
死産児�
産汚物�
身体の一部�
愛玩用小動物�
死亡者の布団類�
死　体�

１体�
１体�
１体�
１産�
１件�
１匹�
１件�
２４時間�

１５，０００�
１０，０００�
５，０００�
５，０００�
５，０００�
７，０００�
５，０００�
２，０００�

　庄川町から砺波市に
かけての河川敷には、
弁財天などの歴史的な
資源や砺波総合運動公
園などのレクリエーシ
ョン施設が整備されて
います。国土交通省北
陸地方整備局富山工事事務所では、ふれあいロードとして
庄川河口から約２６㎞上流（庄川町水記念公園手前）までの整
備を計画中です。�
　そして、豊かな自然空間を子どもや高齢者、障害者など
多くの人の癒しや交流の場として利用できるように、堤防
道路から河川敷への通路（坂道）は、緩やかな傾斜（バリア
フリー型）に整備されています。砺波市と庄川町区間は、
平成１５年度の完成予定で計画されています。�

　３月１３日、庄川町議会定例会（第２回）が開催され、�
砺波市・庄川町合併協議会の設置について審議され�
た結果、賛成多数で原案どおり可決されました。�
　また、合併協議会設置の議案は、同日砺波市議会　�

力
を
併
せ
�

砺波市と庄川町が結ばれる！�

砺波市斎場の利用について�

TONAMI�
   CITY

庄川水辺�



�

　
　
質
問
　
庄
嵐
会
代
表
　�

　
　
　
　
　
山
森
文
夫 

議
員�

　
　
答
弁
　
藤
森
町
長�

財
政
に
つ
い
て�

○
平
成
１５
年
度
町
民
税
と
固
定
資

産
税
の
積
算
根
拠
に
つ
い
て�

個
人
町
民
税
に
つ
い
て
は
７
・

３
％
の
減
収
で
計
上
し
、
法
人
町

民
税
に
つ
い
て
は
、
新
年
度
は
大

幅
な
減
収
と
な
る
予
定
で
２４
％
の

減
を
見
込
ん
で
い
る
。�

　
固
定
資
産
税
は
、
土
地
・
家
屋

は
評
価
替
え
の
年
で
あ
る
が
、
１

％
の
増
で
計
上
し
た
。�

○
交
付
税
と
臨
時
財
政
対
策
債
に

つ
い
て�

臨
時
財
政
対
策
債
は
、
平
成
１３

年
度
か
ら
３
カ
年
に
限
り
、
地
方

交
付
税
の
不
足
額
を
補
て
ん
す
る

た
め
に
発
行
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

今
ま
で
の
繰
上
げ
償
還
の
効
果
に

よ
り
町
債
残
高
が
増
加
し
な
い
も

の
と
見
込
み
を
た
て
て
い
る
所
で

あ
る
。�

○
経
常
経
費
の
抑
制
と
工
夫
策
に

つ
い
て�

常
に
前
年
同
月
対
比
に
よ
り
変

動
の
確
認
を
す
る
と
と
も
に
、
特

に
単
独
事
業
に
つ
い
て
は
経
費
節

約
に
努
め
、
ま
た
、
常
に
危
機
感

を
持
っ
て
新
し
い
発
想
に
努
力
す

る
よ
う
指
導
し
て
い
く
。�

○
町
財
政
の
健
全
性
に
つ
い
て�

類
似
団
体
と
比
較
し
て
、「
財

政
力
指
数
」は
や
や
上
回
り
、「
起

債
制
限
比
率
」は
低
く
良
好
で
あ
る
。

「
経
常
収
支
比
率
」に
お
い
て
も
弾

力
性
が
あ
り
、
健
全
財
政
を
維
持

し
て
い
る
。�

道
路
整
備
に
つ
い
て�

○
新
湊
庄
川
線（
五
ケ
）整
備
に
つ

い
て�中

部
ス
ー
パ
ー
農
道
か
ら
西
側

２
４
０
ｍ
の
区
間
に
つ
い
て
、
地

権
者
全
員
と
土
地
売
買
契
約
が
締

結
さ
れ
、
道
路
改
良
工
事
に
あ
わ

せ
て
ほ
場
整
備
を
実
施
す
る
体
制

が
整
え
ら
れ
て
い
る
。
今
後
五
ケ

交
差
点
ま
で
の
事
業
用
地
を
確
保
し
、

順
次
改
良
す
る
計
画
で
あ
る
。
砺

波
市
に
ま
た
が
る
こ
と
か
ら
、
砺

波
市
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
支
援

し
て
い
き
た
い
。�

○
中
部
ス
ー
パ
ー
農
道
の
延
伸
に

つ
い
て�

主
要
地
方
道
高
岡
庄
川
線
に
接

続
す
る
方
向
で
砺
波
市
と
協
議
・

検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

行
政
区
域
は
す
べ
て
砺
波
市
で
あ
り
、

両
市
町
が
連
携
を
密
に
し
て
前
向

き
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。�

○
環
状
線
に
つ
い
て�

３
月
中
旬
に
支
障
物
件
の
取
り

壊
し
が
完
了
す
る
予
定
で
あ
り
、

一
日
も
早
く
全
線
開
通
す
る
よ
う

残
る
２
名
の
地
権
者
に
対
し
て
鋭

意
交
渉
し
て
い
き
た
い
。�

○
藤
橋
に
つ
い
て�

２
月
末
日
に
地
権
者
全
員
と
の

契
約
を
取
り
付
け
る
こ
と
が
で
き
、

３
月
下
旬
に
右
岸
側
橋
台
設
置
工

事
を
発
注
さ
れ
る
。
今
後
は
、
早

期
完
成
に
向
け
て
庄
川
町
及
び
藤

橋
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
と
し
て
、

国
・
県
に
対
し
積
極
的
に
要
望
し

て
い
く
。�

第
三
セ
ク
タ
ー
の
今
後
の
対
応

に
つ
い
て�

庄
川
開
発
㈱
に
つ
い
て
は
、
元

利
償
還
が
完
了
す
る
ま
で
引
続
き

財
政
支
援
を
し
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

庄
川
泉
源
㈱
に
つ
い
て
は
、
温
泉

の
自
噴
に
よ
り
必
要
経
費
が
下
回
り
、

健
全
経
営
が
堅
持
さ
れ
て
い
る
。

宣
伝
広
告
事
業
に
つ
い
て
、
引
続

き
支
援
し
て
い
く
。
庄
川
グ
リ
ー

ン
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
㈱
に
つ
い
て
は
、

会
社
と
し
て
経
営
健
全
化
に
努
力

し
て
い
た
だ
き
、
安
定
経
営
へ
転

換
で
き
る
よ
う
指
導
・
援
助
し
て

い
く
。�定

住
化
促
進
事
業
奨
励
金
の
一

部
廃
止
と
継
続
に
つ
い
て�

定
住
化
促
進
事
業
奨
励
金
は
国

勢
調
査
結
果
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、

人
口
減
少
に
大
き
く
歯
止
め
を
か

け
て
き
た
。
し
か
し
、
町
の
財
政

状
況
を
踏
ま
え
、
合
併
を
視
野
に

入
れ
た
と
き
の
財
政
負
担
を
考
慮

す
る
必
要
か
ら
、
激
減
緩
和
を
３

年
間
で
調
整
す
る
も
の
と
、
現
在

受
給
者
に
は
権
利
が
消
滅
し
な
い

よ
う
配
慮
し
た
。�

　
今
後
は
、
砺
波
市
が
実
施
し
て

い
る
現
行
制
度
を
十
分
活
用
す
る

と
と
も
に
、
第
３
子
出
産
・
育
児

に
関
す
る
助
成
措
置
は
内
容
を
変

え
て
で
も
継
続
し
て
い
き
た
い
。

重
要
な
課
題
で
あ
り
、
法
定
協
議

会
の
中
で
十
分
検
討
し
た
い
。�

自
治
振
興
会
の
補
助
金
制
度
に

つ
い
て�

こ
の
補
助
金
は
税
の
徴
収
に
必

要
な
人
件
費
等
に
つ
い
て
納
税
貯

蓄
組
合
に
補
助
さ
れ
て
き
た
が
、

納
税
者
の
多
く
が
口
座
引
落
し
に

切
り
替
え
ら
れ
、
本
来
の
目
的
が

薄
ら
ぎ
、
ま
た
、
補
助
金
の
使
途

が
町
内
会
経
費
に
当
て
ら
れ
て
い

る
事
等
か
ら
国
県
よ
り
違
法
で
あ

る
と
の
指
摘
を
う
け
、
他
市
町
村

で
は
廃
止
さ
れ
た
。
平
成
１０
年
よ

り
制
約
の
な
い
制
度
と
し
て
自
治

振
興
補
助
金
と
し
て
補
助
し
、
各

区
の
貴
重
な
財
源
で
あ
る
こ
と
は

理
解
す
る
。
砺
波
市
と
合
併
に
な
り
、

固
定
資
産
税
率
１
・
４
５
％
に
下
が

れ
ば
、
お
お
よ
そ
一
世
帯
当
り
一

万
円
の
減
税
と
な
り
、
自
治
会
へ

の
負
担
金
が
増
額
さ
れ
て
も
、
減

税
の
効
果
で
賄
え
る
も
の
と
考
え

て
お
り
、
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。�

��

4H15年／4月号�

代
表
・
一
般
質
問�

質�答� 　
庄
川
町
議
会
定
例
会（
第
２
回
）が
３
月
７
日
か
ら
１１
日
間
の
日
程
で
開

催
さ
れ
、初
日
の
７
日
は
、議
案
２４
件
を
一
括
上
程
し
、町
長
よ
り
町
政
報
告
、

議
案
に
対
す
る
提
案
理
由
の
説
明
を
行
っ
た
あ
と
、議
案
を
各
委
員
会
へ
付

託
し
ま
し
た
。�

　
よ
り
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
に
町
政
に
関
心
を
も
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

２
日
目
の
３
月
９
日
に
日
曜
議
会
を
開
催
し
、代
表
並
び
に
一
般
質
問
を
行

い
ま
し
た
。
議
場
の
ほ
か
、福
祉
セ
ン
タ
ー
に
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
も
設
置
し
、

約
６０
名
の
方
が
傍
聴
さ
れ
ま
し
た
。�

　
１０
日
に
は
建
設
委
員
会
、１１
日
に
は
総
務
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、付
託
議
案

を
慎
重
審
議
し
、最
終
日
１７
日
本
会
議
に
お
い
て
、各
委
員
長
報
告
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
付
託
さ
れ
た
議
案
は
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。�

　
１３
日
に
は
、市
町
村
合
併
特
別
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、付
託
さ
れ
た
砺
波
市

と
の
合
併
協
議
会
の
設
置
に
つ
い
て
慎
重
審
議
さ
れ
、同
日
、
本
会
議
に
お

い
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。�

　
ま
た
、砺
波
地
方
衛
生
施
設
組
合
議
会
議
員
の
選
挙
に
つ
い
て
他
２
案
件

が
追
加
上
程
さ
れ
、い
ず
れ
も
当
選
・
同
意
と
な
り
ま
し
た
。�

　
本
会
期
中
に
提
案
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
は
、別
記
の
と
お
り
で
す
。�

議
会
だ
よ
り�

  
3
月
議
会
定
例
会
・
日
曜
議
会
開
催
・
合
併
協
議
会
設
置�
議
会
だ
よ
り�

  
3
月
議
会
定
例
会
・
日
曜
議
会
開
催
・
合
併
協
議
会
設
置�

答�

答� 答�質�答�答�

答�答�答� 質�答� 質�

質�答�



�

　
　
質
問
　
庄
嵐
会
代
表
　�

　
　
　
　
　
山
森
文
夫 

議
員�

　
　
答
弁
　
田
上
教
育
長�

小
・
中
学
校
校
舎
の
耐
震
性
と

今
後
の
整
備
に
つ
い
て�

小
・
中
学
校
と
も
建
築
後
数
十

年
が
経
過
し
、
い
ず
れ
も
耐
震
基

準
を
満
た
し
て
い
な
い
現
状
で
あ
る
。

町
財
政
状
況
は
大
変
厳
し
く
、
校

舎
の
耐
震
補
強
や
大
規
模
改
修
に

は
多
額
の
費
用
を
要
す
る
。
今
後

と
も
教
育
に
関
す
る
要
求
の
重
点

項
目
と
し
て
、
各
方
面
へ
働
き
か
け
、

整
備
実
現
に
努
力
し
た
い
。�

学
力
の
ア
ッ
プ
と
生
き
る
力
に

つ
い
て�

教
科
の
点
数
や
平
均
点
な
ど
、

全
国
的
に
従
来
よ
り
劣
っ
て
い
る

デ
ー
タ
が
公
表
さ
れ
、
気
掛
か
り

な
面
も
あ
る
。
し
か
し
、
点
数
に

は
表
せ
な
い
学
力
に
つ
い
て
は
、

従
来
よ
り
大
き
く
の
び
て
い
る
。「
生

き
る
力
」は
こ
の
点
数
に
表
せ
な
い

力
で
あ
り
、
社
会
で
求
め
ら
れ
る

大
切
な
資
質
で
あ
り
、
学
校
行
事

等
を
と
お
し
て
、
一
層
の
ば
し
た
い
。

学
力
増
強
で
は
、
新
１
年
生
に
別

枠
で
講
師
の
派
遣
や
、
３
・
４
年

生
で
は
算
数
の
補
助
教
員
を
配
置

す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。�

　「
基
礎
・
基
本
の
定
着
」
と「
確

か
な
学
力
」を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
強
調
し
て
い

き
た
い
。�
��

�

　
質
問
　
石
黒
久
敬 

議
員�

庄
川
町
行
政
全
般
に
関
す
る
総

括
質
問�

�

　
総
務
課
　
答
弁
　
新
川
課
長�

・ 

職
員
の
質
的
向
上
に
つ
い
て�

職
場
で
の
指
導
は
も
と
よ
り
、

接
遇
に
関
す
る
研
修
等
参
加
さ
せ
、

住
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
職
員
と
な

る
よ
う
配
意
し
て
い
き
た
い
。
管

理
職
に
つ
い
て
も
資
質
向
上
の
た

め
の
講
習
会
等
へ
参
加
さ
せ
、
自

己
研
鑽
に
勤
め
さ
せ
、
指
導
的
立

場
と
町
民
の
た
め
に
ど
う
あ
る
べ

き
か
認
識
さ
せ
指
導
し
て
い
き
た
い
。�

�

　
企
画
調
整
課  
答
弁  

石
黒
課
長�

・
合
併
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い

て�

本
定
例
会
で
議
決
を
い
た
だ
い

た
後
４
月
１
日
に
法
定
協
議
会
を

設
立
す
る
予
定
で
計
画
を
進
め
て

い
る
。
合
併
重
点
支
援
地
域
の
指

定
に
つ
い
て
議
決
を
賜
れ
ば
１４
日

に
副
知
事
と
協
議
し
、
そ
の
後
改

め
て
知
事
と
面
談
を
行
う
予
定
で

あ
る
。
４
月
か
ら
事
務
事
業
の
一

元
化
調
整
の
分
科
会
、
専
門
部
会
、

幹
事
会
を
開
催
し
、
協
定
項
目
の

協
議
決
定
を
行
い
、
条
例
の
す
り

合
わ
せ
や
新
市
建
設
計
画
を
協
議
し
、

１
年
余
を
か
け
て
合
併
の
骨
子
を

策
定
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。�

　
新
市
議
会
議
員
の
選
出
方
法
、

定
数
に
つ
い
て
は
、
法
定
協
議
会

に
お
い
て
両
市
町
の
議
員
さ
ん
の

意
見
も
十
分
考
慮
さ
れ
た
上
で
検

討
さ
れ
決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。�

�

　
財
務
課
　
答
弁
　
前
野
課
長�

・
入
札
制
度（
設
計
価
格
と
予
定
価

格
並
び
に
落
札
率
）に
つ
い
て�

設
計
価
格
は
富
山
県
の
単
価
表
、

歩
掛
表
に
基
づ
い
て
適
正
に
積
算

さ
れ
、
職
員
が
変
わ
っ
て
も
同
一

設
計
価
格
に
な
る
も
の
で
あ
る
。

予
定
価
格
は
町
長
が
諸
般
の
事
情

を
考
慮
の
上
、
厳
正
、
公
平
に
決

定
さ
れ
る
。
県
の
単
価
表
、
歩
掛

表
は
公
表
さ
れ
て
い
る
の
で
、
入

札
者
が
適
正
に
見
積
も
り
さ
れ
れ

ば
当
然
設
計
金
額
に
近
い
も
の
と

な
り
、
入
札
の
落
札
率
は
当
然
適

正
な
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。�

・
平
成
１４
年
度
に
お
い
て
途
中
、予

算
割
れ
に
な
っ
た
原
因
と
今
後
の

対
応
に
つ
い
て�

普
通
交
付
税
に
お
い
て
１４
年
度

交
付
額
は
当
初
見
込
み
よ
り
も
下

回
り
、
１３
年
度
よ
り
も
１
３
・
９
％

の
大
幅
な
減
額
と
な
っ
た
も
の
で

あ
る
。
地
方
交
付
税
は
年
々
減
っ

て
き
て
お
り
、
再
び
予
算
割
れ
し

な
い
よ
う
新
年
度
予
算
は
あ
ら
ゆ

る
情
報
を
基
に
積
算
を
行
っ
た
。

し
か
し
、
現
段
階
で
は
国
の
基
準

が
決
ま
っ
て
お
ら
ず
、
今
後
の
財

政
運
営
に
は
最
大
の
注
意
を
払
い
、

万
全
を
期
し
た
い
。�

�

　
住
民
課
　
答
弁
　
庄
下
課
長�

・
国
民
健
康
保
険（
特
に
介
護
保
険
）

に
つ
い
て�

自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
る
高

額
療
養
費
の
現
物
支
給
に
つ
い
て
は
、

７０
歳
以
上
の
方
の
入
院
に
お
い
て

は
超
え
た
分
が
支
給
さ
れ
て
い
る
。

７０
歳
未
満
の
方
は
支
給
申
請
書
を

保
険
者
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
、
世
帯
合
算
が
発
生
す

る
と
算
定
方
法
が
異
な
る
こ
と
か

ら
現
時
点
で
は
現
物
支
給
は
困
難

で
あ
る
。�

　
介
護
納
付
金
の
税
率
は
、
毎
年

度
納
付
金
に
合
わ
せ
て
見
直
し
を

し
て
お
り
、
平
成
１５
年
度
に
お
い

て
は
介
護
給
付
費
の
増
額
等
に
よ
り
、

止
む
を
得
ず
税
率
を
引
き
上
げ
る

こ
と
と
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
被

保
険
者
の
皆
さ
ん
に
介
護
保
険
の

制
度
を
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
周
知
を
図
り
た
い
。�

　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る「
上

乗
せ
サ
ー
ビ
ス
」に
つ
い
て
は
、
町

独
自
に
行
う
と
す
れ
ば
負
担
の
公

平
を
欠
く
こ
と
、
ま
た
、
サ
ー
ビ

ス
を
行
う
ほ
ど
保
険
料
が
高
く
な

る
こ
と
、
い
わ
ゆ
る「
横
出
し
サ
ー

ビ
ス
」に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
が
国

の
メ
ニ
ュ
ー
に
あ
り
、
国
庫
補
助

制
度
を
利
用
し
た
ほ
う
が
有
利
で

あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
安
易
な
導

入
は
で
き
な
い
と
考
え
て
い
る
。�

・
障
害
者
並
び
に
そ
の
他
の
弱
者

に
対
す
る
対
応
に
つ
い
て�

（ア）
知
的
障
害
者
の
庄
川
福
祉
作
業

所
に
つ
い
て�

作
業
所
の
場
所
に
つ
い
て
は
、

平
均
利
用
者
が
１
日
当
り
３
〜
４

人
で
あ
り
、
ま
た
場
所
、
使
い
勝

手
も
良
く
、
狭
い
な
が
ら
も
移
転

は
希
望
し
て
お
ら
れ
な
い
の
で
、

今
後
状
況
を
見
て
相
談
に
応
じ
た
い
。�

　
作
業
所
の
設
置
目
的
は
、
在
宅

の
心
身
障
害
者
で
雇
用
さ
れ
る
こ

と
が
困
難
な
方
々
に
対
し
、
仕
事

を
通
し
て
、
生
活
指
導
な
ど
自
立

を
助
長
す
る
こ
と
、
社
会
に
参
加

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

今
後
も
仕
事
の
確
保
等
の
支
援
や

自
立
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
支
援

策
を
検
討
し
た
い
。�

（イ）
自
殺
の
防
止
と
家
族
・
子
供
た
ち

に
対
す
る
精
神
的
ケ
ア
に
つ
い

て�町
で
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
社

会
福
祉
協
議
会
で
定
期
的
に
相
談

日
を
開
設
し
て
い
る
。
特
に
心
の

障
害
に
つ
い
て
は
保
健
セ
ン
タ
ー

を
窓
口
と
し
て
、
砺
波
厚
生
セ
ン

タ
ー
等
と
連
携
し
相
談
体
制
を
整

備
し
て
い
る
。
家
庭
、
地
域
社
会
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の
サ
ポ
ー
ト
体
制
が
求
め
ら
れ
て

お
り
、
多
方
面
か
ら
の
理
解
、
協

力
を
得
な
が
ら
防
止
対
策
に
取
り

組
み
た
い
。�

�

　
産
業
建
設
課  

答
弁  

大
浦
課
長�

・
「
庄
川
あ
ゆ
ま
つ
り
」
の
継
続
と

「
庄
川
水
ま
つ
り
・
庄
川
ゆ
ず
ま
つ

り
」
の
更
な
る
発
展
に
つ
い
て�

「
庄
川
あ
ゆ
ま
つ
り
」
は
町
制

施
行
５０
周
年
記
念
事
業
の
一
環
で

あ
り
、
平
成
１５
年
度
は
実
施
し
な

い
が
、
鮎
の
塩
焼
き
が
大
変
好
評
で
、

「
庄
川
水
ま
つ
り
」の
中
で
検
討
し

て
い
き
た
い
。�

・
安
全
な
食
べ
物
を
作
っ
て
食
べ

る
生
活
と
、非
農
家
の
畑
作
地
借
地

料
金
の
制
度
化
に
つ
い
て�

町
で
は
過
去
２
回
、
消
費
者
自

ら
が
作
る「
ふ
れ
あ
い
農
園
」を
企

画
し
募
集
し
た
が
問
い
合
わ
せ
は

あ
っ
た
が
実
現
し
な
か
っ
た
。
希

望
者
が
あ
れ
ば
再
度
企
画
し
た
い
。�

　
標
準
小
作
料
で
は
、
県
内
で
畑

の
料
金
設
定
を
し
て
い
る
の
は
利

賀
村
だ
け
で
あ
り
、
個
々
の
話
し

合
い
で
決
定
さ
れ
て
い
る
。
平
成

１５
年
度
は
標
準
小
作
料
の
３
年
に

１
回
の
見
直
し
の
時
期
で
あ
り
、

検
討
事
項
と
し
て
農
業
委
員
会
へ

提
案
し
た
い
。�

・
県
議
会
の
「
都
市
と
の
交
流
に

よ
る
農
山
漁
村
地
域
の
活
性
化
に

関
す
る
条
例
」
に
つ
い
て�

他
市
町
村
に
遅
れ
る
こ
と
な
く
、

地
元
の
皆
さ
ん
と
十
分
協
議
し
、

前
向
き
に
検
討
し
た
い
。�

・
公
共
工
事
の
「
オ
ー
ダ
ー
メ
イ

ド
化
」
に
つ
い
て�

町
で
も
過
去
に
林
道
三
谷
線
等

に
お
い
て
、
必
要
な
原
材
料
を
地

元
へ
提
供
し
、
熱
意
あ
る
労
力
奉

仕
で
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
。

最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
上

げ
る
こ
と
が
で
き
、
今
後
と
も
必

要
に
応
じ
て
弾
力
的
に
取
り
組
み

た
い
。�

�

　
教
育
委
員
会�

　
教
務
課
　
答
弁
　
中
島
課
長�

・
「
地
産
地
消
」
と
「
ス
ロ
ー
フ
ー

ド
」
の
教
育
現
場
に
お
け
る
取
り

組
み
に
つ
い
て�

学
校
菜
園
で
児
童
・
生
徒
が
育

て
た
野
菜
を
学
校
給
食
で
活
用
す

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
野
菜
類
を

育
て
食
材
に
感
謝
す
る
気
持
ち
を

育
む
意
義
は
大
き
い
が
、
給
食
１

回
の
必
要
量
や
保
存
等
の
問
題
点

も
あ
り
検
討
し
た
い
。�

　
庄
川
町
の
学
校
給
食
は
、
小
・

中
学
校
と
も
単
独
校
方
式
の
調
理
で
、

栄
養
士
が
創
意
工
夫
し
四
季
を
感

じ
る
メ
ニ
ュ
ー
で
手
作
り
の
料
理

を
給
食
と
し
て
い
る
。�

�

　
体
育
課
　
答
弁
　
北
村
課
長�

・
科
学
的
ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
に
つ
い
て�

科
学
的
ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
は
、
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
競
技
力

向
上
を
推
進
す
る
上
で
特
に
必
要

で
あ
る
と
考
え
る
。
し
か
し
、
身

体
の
成
長
段
階
に
応
じ
て
総
合
的

な
指
導
を
行
う
、
専
門
指
導
員
が

必
要
で
あ
り
、
町
で
は
専
門
指
導

員
を
配
置
し
て
お
ら
ず
、
町
単
独

で
行
う
こ
と
は
難
し
い
。
必
要
が

あ
れ
ば
、
富
山
県
西
部
体
育
セ
ン

タ
ー
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
町

民
の
競
技
力
の
向
上
を
図
っ
て
い

き
た
い
。�

��

　
　
質
問
　
石
黒
久
敬 

議
員�

　
　
答
弁
　
田
上
教
育
長�

・
「
読
書
」
の
楽
し
み
と
情
操
教
育

に
つ
い
て�

庄
川
小
・
中
学
校
に
お
い
て
も
、

従
来
よ
り
読
書
の
重
要
性
を
唱
え
、

図
書
室
の
改
良
や
移
動
図
書
館
な

ど
積
極
的
に
指
導
し
て
き
た
。
し

か
し
、
学
校
週
５
日
制
の
導
入
に

伴
う
授
業
時
間
削
減
等
で
学
校
が

一
斉
に「
朝
の
読
書
」を
行
う
こ
と

は
困
難
な
状
態
で
あ
る
。
読
書
活

動
を
含
む
情
操
教
育
の
重
要
性
は

十
分
認
識
し
て
お
り
、
今
後
と
も

い
ろ
い
ろ
な
機
会
を
通
し
て
啓
蒙

に
努
め
た
い
。�

��

　
　
質
問
　
石
黒
久
敬 

議
員�

　
　
答
弁
　
野
村
助
役�

・
入
札
制
度
の
工
夫
と
、随
意
契
約

の
実
態
に
つ
い
て�

町
内
の
建
設
業
界
は
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
中
小
企
業
で
あ
り
、
発
注

額
も
平
成
３
年
の
ピ
ー
ク
時
に
比

べ
る
と
８
分
の
１
と
い
う
大
変
厳

し
い
状
況
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

状
況
の
中
で
受
注
希
望
型
の
指
名

競
争
入
札
を
実
施
す
れ
ば
、
町
外

業
者
が
怒
涛
の
ご
と
く
入
り
、
ま
た
、

一
度
に
落
札
さ
れ
な
い
場
合
指
名

業
者
を
総
て
入
れ
替
え
る
と
な
れ
ば
、

２
回
目
は
ほ
と
ん
ど
町
外
業
者
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
対
す

る
体
制
整
備
が
整
う
ま
で
今
し
ば

ら
く
時
間
が
必
要
で
あ
り
、
合
併

ま
で
の
期
間
は
、
指
名
競
争
入
札

を
継
続
し
て
い
く
。�

　
１
３
０
万
円
未
満
の
工
事
請
負

契
約
の
場
合
、
随
意
契
約
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
平
成
１４
年
度
で

は
１
０
３
件
４
千
３
０
０
万
円
余

で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
は
道
路
維
持

修
繕
に
か
か
る
も
の
で
あ
る
。�

　
随
意
契
約
の
工
事
は
設
計
を
組

む
こ
と
を
原
則
と
し
て
お
り
、
そ

れ
で
見
積
り
を
徴
収
す
る
。
平
均

落
札
率
は
９７
％
で
あ
る
。
随
意
契

約
は
特
名
の
部
類
に
入
る
と
解
し

て
お
り
、
特
名
の
件
数
は
随
意
契

約
と
同
じ
で
あ
る
。�

��

　
　
質
問
　
石
黒
久
敬 

議
員�

　
　
答
弁
　
藤
森
町
長�

「
新
生
砺
波
市
」
の
将
来
的
展

望
に
つ
い
て�

○
合
併
協
議
会
と
平
成
１５
年
度
予

算
に
つ
い
て�

両
市
町
の
良
い
と
こ
ろ
を
お
互

い
に
将
来
の
財
政
が
許
す
範
囲
内

で
い
か
に
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
求
め

る
か
が
大
変
大
事
で
あ
る
と
考
え
る
。

新
年
度
予
算
編
成
の
要
求
段
階
か
ら
、

砺
波
市
の
制
度
、
事
業
を
調
査
し

な
が
ら
予
算
化
を
実
施
し
て
お
り
、

合
併
協
議
会
で
は
よ
り
詳
細
な
現

況
調
査
を
す
す
め
、
調
整
案
が
決

定
さ
れ
る
と
考
え
る
。�

○
合
併
協
議
会
の
統
一
に
つ
い
て�

残
念
な
が
ら
結
果
と
し
て
、
２

つ
の
合
併
協
議
会
が
設
置
さ
れ
る

見
通
し
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ

一
つ
に
な
る
目
標
を
掲
げ
て
新
市

の
建
設
に
ま
い
進
す
る
こ
と
が
私

た
ち
の
使
命
で
あ
る
。
将
来
に
お

い
て
、
砺
波
広
域
圏
が
一
つ
に
な

る
こ
と
を
祈
念
し
て
い
る
。�

○
「
新
生
砺
波
市
」
の
都
市
づ
く
り

構
想
に
つ
い
て�

合
併
協
議
会
の
建
設
計
画
は
、

関
係
市
町
の
住
民
の
意
向
も
踏
ま

え
て
、
更
な
る
発
展
が
で
き
る
よ

う
計
画
を
構
築
す
べ
き
で
あ
る
。

第
４
次
庄
川
町
民
総
合
計
画
も
考

慮
し
、
住
民
の
意
向
を
十
分
取
り

入
れ
た
快
適
な
生
活
を
送
る
事
が

で
き
る
よ
う
な
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。�

再
度
「
藤
森
町
長
の
政
治
姿
勢
」

を
問
う�

○
民
主
的
行
政
に
つ
い
て�

「
民
主
」
は
住
民
が
主
人
公
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
、
各
種
団
体
、

各
地
区
、
議
会
、
進
探
会
等
に
意

見
を
図
り
決
断
し
て
い
る
。
町
民

の
幸
せ
は
何
か
、
何
が
真
実
か
を

求
め
て
い
る
。
あ
ら
ゆ
る
声
を
公

共
の
用
に
供
す
る
か
判
断
す
る
の

が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。�

○
「
名
も
無
き
町
民
の
、
声
な
き
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声
の
叫
び
」
に
つ
い
て�

各
種
団
体
等
の
ご
意
見
や
町
へ

の
メ
ー
ル
を
い
つ
も
読
ん
で
お
り
、

住
民
投
票
は
必
ず
し
も
必
要
で
は

な
い
と
感
じ
て
い
る
。�

○
町
長
の
政
治
的
指
導
力（
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
）に
つ
い
て�

こ
こ
一
番
の
と
き
は
、
体
を
は

っ
て
で
も
難
局
を
の
り
き
り
た
い
。�

��

　
　
質
問
　
藤
井
　
稔 

議
員�

　
　
答
弁
　
藤
森
町
長�

庄
川
町
の
人
口
増
加
対
策
事
業

に
つ
い
て�

○
今
後
の
宅
地
分
譲
事
業
に
つ
い

て�

バ
ブ
ル
が
は
じ
け
て
景
気
低
迷

の
昨
今
で
は
住
宅
事
情
は
供
給
過

多
で
あ
り
、
行
政
が
宅
地
分
譲
を

進
め
る
こ
と
は
困
難
で
、
宅
地
開

発
は
民
間
企
業
が
実
施
す
る
の
が

望
ま
し
い
と
考
え
る
。
今
後
の
土

地
利
用
に
つ
い
て
は
合
併
協
議
会

の
中
で
秩
序
あ
る
土
地
開
発
と
な

る
よ
う
協
議
し
て
い
く
。�

○
今
後
の
人
口
増
加
対
策
と
地
域

の
活
性
化
に
つ
い
て�

人
口
増
加
対
策
に
つ
い
て
は
、

先
に
の
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。�

　
自
治
振
興
会
が
中
心
と
な
っ
て
、

地
区
内
交
流
、
砺
波
市
の
隣
接
自

治
振
興
会
と
の
地
域
間
交
流
に
よ

り
各
地
区
が
活
性
化
す
る
よ
う
切

望
す
る
。�
��

合
併
に
向
け
て
の
環
境
整
備
に

つ
い
て�

○
新
市
の
主
要
施
設
の
建
設
に
つ

い
て�総

合
型
「
健
康
セ
ン
タ
ー
」
建

設
に
つ
い
て
は
、
ど
う
い
う
形
か

は
な
お
検
討
を
要
す
る
が
、
合
併

協
議
会
の
中
で
新
市
建
設
計
画
の

中
に
盛
り
込
む
と
と
も
に
、
町
民

の
健
康
増
進
を
図
る
た
め
に
ぜ
ひ

建
設
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

町
活
性
化
の
起
爆
剤
と
な
り
、
交

流
人
口
増
加
に
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
か
と
期
待
し
て
い
る
。�

○
町
道
第
１
号
線
の
延
長
線
の
拡

幅
改
良
に
つ
い
て�

砺
波
市
と
庄
川
町
を
結
ぶ
主
要

幹
線
道
路
で
あ
る
県
道
の
整
備
を

は
じ
め
、
そ
の
県
道
に
ア
ク
セ
ス

す
る
主
要
町
道
に
つ
い
て
も
整
備

を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
砺
波
市

と
連
携
を
と
り
な
が
ら
前
向
き
に

検
討
し
た
い
。�

��

　
　
質
問
　
松
田
吉
孝
　
議
員�

　
　
答
弁
　
藤
森
町
長�

庄
川
町
農
業
、農
家
、機
械
利
用

組
合
等
へ
の
支
援
に
つ
い
て�

○
庄
川
町
農
業
、農
家
、機
械
利
用

組
合
等
の
将
来
に
向
け
て
の
在
り
方
、

方
向
へ
の
取
組
等
の
支
援
に
つ
い

て�

庄
川
町
は
伝
統
と
信
用
あ
る
水

稲
種
子
の
産
地
で
あ
る
が
、
庄
川

町
だ
け
を
特
別
扱
い
し
て
も
ら
う

こ
と
は
困
難
な
状
況
で
あ
る
。
町

と
し
て
は
、
水
田
経
営
規
模
２
０

ha
以
上
で
、
生
産
か
ら
販
売
ま
で

一
元
的
に
行
う
集
落
営
農
組
織
を「
集

落
型
経
営
体
」と
し
て
国
が
助
成
す

る
こ
と
か
ら
、
法
人
化
の
推
進
を

積
極
的
に
進
め
、
種
場
に
ふ
さ
わ

し
い
運
営
・
体
制
を
堅
持
し
て
い

く
よ
う
関
係
機
関
と
協
議
し
進
め

た
い
。�

○
県
融
資
制
度
不
適
用
の
場
合
、町

単
独
融
資
制
度
の
新
設
に
つ
い
て�

新
た
に
町
独
自
の
制
度
資
金
の

創
設
は
財
政
状
況
が
大
変
厳
し
い
が
、

制
度
資
金
の
見
直
し
が
あ
れ
ば
、

と
な
み
野
農
協
管
内
の
市
町
村
で

連
携
を
と
り
検
討
し
た
い
。
今
後
は
、

法
人
で
な
い
と
借
り
入
れ
が
難
し

く
な
っ
て
い
く
と
予
想
さ
れ
る
の
で
、

機
械
利
用
組
合
の
集
落
営
農
組
織

化
に
向
け
て
強
力
に
推
進
し
た
い
。�

庄
川
町
民
総
合
計
画
の
確
実
な

る
執
行
に
つ
い
て�

○
実
施
計
画
に
お
け
る
大
型
事
業

「
健
康
セ
ン
タ
ー
」
等
の
検
討
状
況

と
今
後
の
予
定
に
つ
い
て�

○
健
康
セ
ン
タ
ー
の
早
期
建
設
に

つ
い
て�

建
設
に
つ
い
て
は
、
合
併
協
議

会
の
中
で
新
市
建
設
計
画
に
盛
り

込
む
予
定
で
あ
る
。
町
民
の
健
康

増
進
と
介
護
予
防
の
推
進
を
図
る

た
め
に
も
、
健
康
セ
ン
タ
ー
の
建

設
が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り

医
療
費
、
介
護
保
険
料
等
の
歯
止

め
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。�

��

�

　
　
質
問
　
寺
井
武
彦 

議
員�

　
　
答
弁
　
藤
森
町
長�

農
業
基
盤
整
備
に
つ
い
て�

○
農
業
基
盤
整
備
の
用
水
路
の
改

修
及
び
排
水
路
の
整
備
に
つ
い
て�

農
村
振
興
総
合
整
備
基
本
計
画

の
作
成
に
は
、
農
業
生
産
基
盤
整

備
だ
け
で
な
く
、
農
村
生
活
環
境

整
備
を
含
め
た
農
業
農
村
の
総
合

計
画
を
作
成
し
な
け
れ
ば
事
業
採

択
に
な
ら
な
い
と
の
指
導
を
受
け

て
お
り
、
去
る
１
月
に
大
筋
で
、

庄
川
町
基
本
計
画
概
要
に
つ
い
て

合
意
を
受
け
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

で
き
る
だ
け
早
く
基
本
計
画
作
成

業
務
を
発
注
し
、
種
田
地
区
を
中

心
に
、
地
元
の
皆
さ
ん
の
要
望
を

反
映
し
た
組
織
づ
く
り
を
行
い
事

業
採
択
に
向
け
て
進
め
て
行
く
。�

��

　
　
質
問
　
寺
井
武
彦 

議
員�

　
　
答
弁
　
田
上
教
育
長�

学
校
評
議
員
制
度
導
入
に
つ
い

て�○
子
供
の
教
育
、心
の
教
育
の
た
め

の
学
校
評
議
員
導
入
に
つ
い
て�

庄
川
町
に
お
い
て
は
、
教
育
委

員
や
保
護
者
の
方
々
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や

学
年
委
員
会
、
地
域
安
全
推
進
委

員
の
方
々
な
ど
の
適
切
な
ご
助
言

や
ご
指
導
が
学
校
運
営
に
生
か
さ

れ
て
お
り
、
学
校
評
議
員
制
度
の

導
入
は
今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

し
か
し
、
教
育
情
勢
の
変
化
や
学

校
現
場
か
ら
の
要
請
等
が
あ
れ
ば

検
討
し
た
い
。�

��

　
　
質
問
　
野
村
政
春 

議
員�

　
　
答
弁
　
田
上
教
育
長�

教
育
基
本
法
に
つ
い
て�

○
基
本
法
に
は
欠
落
部
分
が
あ
る
。�

①
中
間
答
申
は�

昨
年
１１
月
に
中
央
教
育
審
議
会

か
ら「
教
育
基
本
法
の
あ
り
方
」に

つ
い
て
中
間
報
告
が
文
部
科
学
大

臣
に
提
出
さ
れ
、「
わ
が
国
の
教
育

の
現
状
と
課
題
」等
幅
広
く
審
議
さ

れ
、
教
育
の
あ
り
方
を
根
本
に
ま

で
さ
か
の
ぼ
っ
て
見
直
す
必
要
が

あ
る
こ
と
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
た
。

今
後
最
終
答
申
に
む
け
て
引
き
続

き
検
討
さ
れ
、
国
民
各
階
各
層
よ

り
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
よ
せ
ら
れ
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る
と
思
わ
れ
る
。
町
教
育
委
員
会

と
し
て
も
そ
れ
ら
の
議
論
の
推
移

を
見
極
め
な
が
ら
、
慎
重
に
対
処

し
て
い
き
た
い
。�

②
学
校
現
場
で
は�

教
育
現
場
に
お
い
て
は
社
会
科

や
道
徳
の
時
間
そ
し
て
地
域
行
事

へ
の
参
加
な
ど
を
通
し
て
、
日
本

人
と
し
て
の
モ
ラ
ル
や
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
を
育
て
る
よ
う
指
導
に

あ
た
っ
て
い
る
。�

��

　
　
質
問
　
野
村
政
春 

議
員�

　
　
答
弁
　
藤
森
町
長�

イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い
て�

○
庄
川
町
の
表
示
図
形
が
異
状
過

ぎ
る
。�町

内
一
円
の
農
道
・
林
道
を
順

次
町
道
認
定
し
て
い
る
た
め
総
延

長
は
１
４
９
㎞
と
長
く
、
道
路
改

良
率
は
幅
員
５
・
５
ｍ
以
上
の
道
路

割
合
で
１
８
・
８
㎞
、
舗
装
率
に
つ

い
て
は
舗
装
済
延
長
が
約
８
９
・
２

㎞
で
、
こ
れ
ら
は
県
の
指
導
に
よ

る
数
値
で
あ
る
。
各
地
区
農
道
の

拡
幅
と
舗
装
を
実
施
し
て
い
る
。

県
へ
は
、
統
一
さ
れ
た
基
準
に
よ

る
同
一
数
値
を
示
さ
れ
る
よ
う
要

望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。�

　
ご
み
収
集
率
に
つ
い
て
は
、
１

人
当
り
標
準
１
㎏
に
対
し
７
１
３

ｇ
を
収
集
し
て
お
り
、
２
８
７
ｇ

が
生
ご
み
処
理
等
の
堆
肥
化
を
行

っ
て
い
る
数
値
で
あ
る
。�

市
町
村
合
併
に
つ
い
て�

○
平
成
１５
年
度
予
算
と
合
併�

４
千
項
目
に
わ
た
る
合
併
の
す
り

合
わ
せ
の
事
務
事
業
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
新
年
度
予
算
編
成
に
お
い

て
砺
波
市
の
事
業
内
容
を
調
査
し
、

可
能
な
も
の
か
ら
新
年
度
予
算
に

反
映
で
き
る
よ
う
指
示
し
て
き
た
。

そ
の
中
で
調
整
可
能
と
い
う
判
断

で
す
す
め
て
き
た
も
の
で
、
一
部

激
変
緩
和
を
行
お
う
と
す
る
も
の

で
あ
る
。�

○
合
併
前
の
課
題�

①
１
号
環
状
線�

山
森
議
員
さ
ん
へ
の
答
弁
の
と

お
り
で
あ
る
。�

②
自
治
振
興
会�

町
の
条
例
で
は
区
長
の
任
期
は

２
年
で
あ
り
、
指
導
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
各
区

の
事
情
も
あ
り
、
強
制
で
き
る
も

の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。�

　
区
の
再
編
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区

で
協
議
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
自

治
振
興
会
を
中
心
と
し
て
、
よ
り

良
い
区
の
再
編
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
た
い
。�
��

　
　
質
問
　
山
田
幸
夫 

議
員�

　
　
答
弁
　
藤
森
町
長�

砺
波
市
と
の
合
併
に
つ
い
て�

庄
川
町
の
合
併
後
の
人
口
流
出

は
予
測
で
き
な
い
が
、
今
の
ま
ま

で
あ
れ
ば
人
口
の
減
少
傾
向
は
続

く
と
予
測
さ
れ
る
。
今
後
、
新
市

の
建
設
計
画
の
中
で
交
流
人
口
の

増
加
策
を
ど
の
よ
う
に
計
画
す
る
か
、

重
要
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。�

　
庄
川
地
区
だ
け
の
積
極
的
な
人

口
増
対
策
は
合
併
後
の
地
域
間
に

不
公
平
感
が
出
て
、
一
体
的
な
ま

ち
づ
く
り
の
支
障
に
な
る
と
考
え

ら
れ
る
。�

　
新
市
の
人
口
増
対
策
に
は
第
３

子
出
産
奨
励
金
等
の
継
続
を
提
案
し
、

合
併
協
議
会
の
中
で
も
検
討
し
て

い
く
。�

　
砺
波
市
役
所
の
事
務
所
ス
ペ
ー

ス
や
職
員
数
に
よ
っ
て
は
、
行
政

組
織
の
一
部
を
庄
川
町
庁
舎
に
置

い
て
お
く
必
要
も
考
え
ら
れ
る
が
、

具
体
的
に
は
、
職
員
の
適
正
化
計

画
の
中
で
検
討
し
て
い
く
こ
と
に

な
る
。�青

山
墓
地
周
辺
の
整
備
事
業
に

つ
い
て�

墓
参
道
及
び
駐
車
場
、
給
水
設

備
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
と
痛
感

し
て
お
り
、
新
年
度
早
々
着
工
の

予
定
で
あ
る
。�

��
　
　
質
問
　
藤
永
　
皋 

議
員�

　
　
答
弁
　
藤
森
町
長�

合
併
協
議
会
の
設
立
で
町
民
の

期
待
と
将
来
の
展
望
に
つ
い
て�

○
合
併
で
国
が
示
す
特
例
債
発
行

の
結
果
に
つ
い
て�

合
併
特
例
債
は
元
利
償
還
金
の

７０
％
は
交
付
税
措
置
が
あ
る
有
利

な
起
債
で
あ
る
が
、
残
り
３０
％
に

つ
い
て
後
年
度
に
負
担
を
残
す
こ

と
と
な
る
。
む
や
み
に
借
り
入
れ

す
る
こ
と
な
く
、
両
市
町
で
対
象

事
業
に
つ
い
て
十
分
協
議
し
必
要

最
低
限
に
と
ど
め
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
。
右
岸
開
発
等
の
事
業
展

開
が
必
要
で
あ
れ
ば
、
交
付
税
参

入
率
の
高
い
辺
地
債
を
活
用
す
る

な
ど
、
有
効
な
既
存
制
度
も
十
分

活
用
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
。�

○
合
併
後
に
予
測
さ
れ
る
周
辺
部

の
さ
び
れ
対
策
に
つ
い
て�

市
街
地
周
辺
の
さ
び
れ
防
止
に

つ
い
て
は
、
田
園
空
間
整
備
事
業

の
実
施
に
よ
り
、
潤
い
と
安
ら
ぎ

の
空
間
の
創
出
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
性
化
を
通
じ
て
賑
わ
い
と
、

地
域
の
振
興
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

さ
ら
に
新
市
の
建
設
計
画
の
中
に

既
存
の
観
光
資
源
を
生
か
し
た
庄

川
町
の
位
置
付
け
を
ど
う
捕
ら
え
、

交
流
人
口
の
増
加
策
を
ど
う
デ
ザ

イ
ン
し
て
い
く
の
か
、
重
要
な
課

題
で
あ
る
。�

○
合
併
は
地
域
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス

負
担
と
公
共
料
金
の
値
上
げ
を
さ

れ
る
の
で
な
い
か
。�

現
在
合
併
協
議
会
で
協
議
さ
れ

る
項
目
の
洗
い
出
し
を
し
て
お
り
、

分
化
会
で
調
整
し
、
専
門
部
会
で

協
議
、
さ
ら
に
幹
事
会
で
再
度
協

議
を
経
て
合
併
協
議
会
で
決
定
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
新
市
民

が
負
担
意
識
の
な
い
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
展
開
す
る
よ
う
調
整
さ
れ
る

と
考
え
る
。�

○
合
併
の
是
非
は
合
併
に
不
安
が

あ
れ
ば
協
議
会
の
設
置
に
は
慎
重

で
あ
る
べ
き
で
な
い
か
。�

情
勢
の
変
化
に
対
応
し
た
事
業

執
行
を
図
る
こ
と
が
行
政
に
与
え

ら
れ
た
使
命
で
あ
り
、
今
後
も
住

民
の
方
々
の
意
見
を
聞
く
機
会
を

よ
り
多
く
設
け
、
地
域
住
民
が
幸

せ
を
感
じ
る
新
生
砺
波
市
の
誕
生

に
向
け
て
誠
心
誠
意
努
力
し
て
い

く
つ
も
り
で
あ
る
。�

１
号
環
状
線
の
早
期
開
通
に
つ

い
て�先

の
答
弁
の
と
お
り
、
早
急
に

開
通
す
る
よ
う
努
力
し
て
参
り
た
い
。�

舟
戸
荘
の
廃
止
に
至
る
経
緯
と

今
後
の
対
策
に
つ
い
て�

去
る
１
月
３１
日
付
け
で
富
山
県

福
祉
事
業
団
よ
り
２
月
末
を
も
っ

て
営
業
を
休
止
し
、
そ
の
後
廃
止

の
旨
の
文
書
を
い
た
だ
い
た
。�

　
昭
和
４６
年
よ
り
３２
年
間
に
わ
た

り
当
時
で
は
数
少
な
い
保
養
の
場

と
し
て
開
設
さ
れ
、
町
活
性
化
に

大
き
く
寄
与
さ
れ
て
き
た
。
し
か

し
類
似
施
設
の
増
加
、
施
設
老
朽

化
等
に
よ
り
、
町
か
ら
の
継
続
要

請
も
か
な
わ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

施
設
は
当
面
、
県
で
管
理
さ
れ
る
。

町
に
も
有
効
利
用
が
で
き
な
い
か

検
討
依
頼
が
あ
っ
た
が
、「
や
ま
ぶ

き
荘
」を
所
有
し
て
お
り
、
こ
れ
以

上
の
運
営
拡
大
は
で
き
な
い
と
考

え
て
い
る
。
老
朽
化
と
耐
震
構
造

に
問
題
が
あ
る
こ
と
等
、
改
築
に

は
莫
大
な
経
費
を
必
要
と
す
る
も

の
で
非
効
率
的
で
あ
る
。
土
地
の

有
効
利
用
も
重
要
な
判
断
要
素
で

あ
り
、
今
後
の
対
応
を
見
極
め
た
い
。�
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可 決 さ れ た 議 案 �可 決 さ れ た 議 案 �可 決 さ れ た 議 案 �

【条　例】�
▼証明書等の交付等に係る事務の相互委託について�
平成１５年１１月開始予定の「とやま広域窓口サービス」
実施にあたり各市町村における事務委託に関する
規約を定めるものです。�

▼庄川町水力発電交付金基金条例の制定について�
東山見保育所遊戯室改修工事の財源として、新年
度分水力発電施設周辺地域交付金のうち１０，０００千
円を基金として積立てるものです。�

▼庄川町税条例の一部改正について�
前納報奨金について県下でも廃止の傾向となって
おり、２ヶ年で廃止し、平成１５年度の交付率を半
分の１００分の０．１５に改正するものです。�

▼庄川町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部
改正について�
し尿汲み取り業務において、下水道整備等により
汲み取り量が減少し、これに係る経費が増加して
いることから、手数料を１００　当たり「５７０円」を
「６００円」に改正するものです。�
▼庄川町国民健康保険条例の一部改正について�
健康保険法等の改正により、本年４月より給付率
が７割へ統一されることに伴い、退職被保険者、
被扶養者の給付率を改正するものです。�

▼庄川町国民健康保険税条例の一部改正について�
医療費分の税率の見直し、及び介護分の税率を改
正するもので、医療分の均等割を２３，０００円から
２０，０００円に、介護分の所得割０．６５％を０．８％に、平
均割２，２００円を３，０００円に改正するものです。�

▼庄川町給水条例の一部改正について�
▼庄川町簡易水道事業等給水条例の一部改正につい
て�
上記2件は、水道法の一部改正により貯水槽水道の
うち簡易専用水道以外（受水槽の有効容量１０ｍ３以下
のもの）も規制対象となり、町長が設置者に対し、
指導等行うことができるよう改正するものです。�

▼庄川町奨学基金に関する条例の廃止について�
故沖田義吉郎さんが町に寄附された奨学資金によ
り創設されたが、平成９年度以降利用者もなく、
ご遺族の意向を踏まえ、元金１，０００千円を取り崩し、
青少年に役立つ辞書等を購入し、図書館において
有効に活用しようとするものです。�

【予　算】�
▼平成１５年度庄川町一般会計予算�
予算総額は、３，２４７，０００千円（対前年比２．８％減）です。�

▼平成１５年度庄川町国民健康保険事業特別会計予算�
予算総額は、６０２，４００千円（対前年比７．５％増）です。�

▼平成１５年度庄川町老人保健医療事業特別会計予算�
予算総額は、８２７，７００千円（対前年比４．８％増）です。�

▼平成１５年度庄川町土地取得事業特別会計予算�
予算総額は、１００，０００千円（対前年比３７．５％減）です。�

▼平成１５年度庄川町下水道事業特別会計予算�
予算総額は、３８９，４００千円（対前年比２２．２％減）です。�

▼平成１５年度庄川町簡易水道事業等特別会計予算�
予算総額は、５，８５０千円（対前年比１９．７％減）です。�

▼平成１５年度庄川町水道事業会計予算�
水道事業収益は、１２３，７９０千円を見込み、資本的収

支については、資本的支出を５６，４２２千円（対前年比
７８．７％減）にするものです。�
▼平成１４年度庄川町一般会計補正予算（第6号）�
追加補正額は３０１，２３８千円で、補正後の予算総額
３，９３０，０２０千円で、主な内訳は地域イントラネット
基盤施設整備事業１８０，０００千円、財政調整基金積立
金１００，０００千円、養護老人ホーム入所措置費等高齢
福祉費△１０，７３８千円、県単独道路改良事業等負担金
８，４００千円、青島小矢部線工事負担金８，５００千円等
です。�

▼平成１４年度庄川町国民健康保険事業特別会計補正
予算（第3号）�
追加補正額は２６３千円で、補正後の予算総額
５８２，８６６千円で、葬祭費２００千円、財政調整基金利
子積立金６３千円です。�

▼平成１４年度庄川町老人保健医療事業特別会計補正
予算（第2号）�
追加補正額は２４，６０７千円で、補正後の予算総額
８２４，２１６千円で、医療費給付費費２１，９９１千円、医
療費支給費２，６１６千円です。�

▼平成１４年度庄川町土地取得事業特別会計補正予算（第
1号）�
追加補正額は１０，０００千円で、補正後の予算総額
１７０，０００千円で、内訳は宅地取得奨励金です。�
▼平成１４年度庄川町下水道事業特別会計補正予算（第
3号）について�
補正額は△２，０１７千円の減額で、補正後の予算総額
４９６，２２９千円となるものです。雄神処理場施設等工
事費の減額によるものです。�

【その他】�
▼砺波市・庄川町合併協議会の設置について�
砺波市と庄川町の法定合併協議会が平成１５年４月
１日に設置されます。�

▼砺波市斎場を庄川町民の使用に供させることにつ
いて�
砺波市斎場の使用について、平成１５年４月１日よ
り砺波市民と同一条件で使用することができるよ
うになるものです。�

▼庄川町辺地に係る総合整備計画の策定について�
湯山、落シ、雄神辺地について県との協議が整い、
新たに指定を受けることとなり、平成１９年度まで
の５ヶ年間にわたる総合整備計画を策定したもの
です。�

【選　挙】�
▼砺波地方衛生施設組合議会議員の選挙について�
庄川町青島３４６８番地 藤森栄次氏　再任�
庄川町古上野２３５番地 藤井　稔氏　再任�

▼砺波地方介護保険組合議会議員の選挙について�
庄川町湯山９番地の１ 山田善久氏　再任�
庄川町青島５６４番地の６ 野村政春氏　再任�

【人事案件】�
▼庄川町固定資産評価審査委員会委員の選任につい
て�
庄川町青島３６５７番地の１３ 横田雅雄氏 再任�
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　 の概要�

財産収入・寄附金 36万円（0.0％）�

繰越金 4,547万円（1.4％）�

分担金及び負担金 7,252万円（2.2％）�

使用料及び手数料 8,115万円（2.5％）�

議会費�

町民１人当たり�
12,400円�

総務費�

町民１人当たり�
64,800円�

民生費�

町民１人当たり�
105,300円�

衛生費�

町民１人当たり�
24,900円�

労働費�

町民１人当たり�
2,000円�

農林水産業費�

町民１人当たり�
19,400円�

商工費�

町民１人当たり�
32,800円�

土木費�

町民１人当たり�
52,400円�

消防費�

町民１人当たり�
18,700円�

［歳出予算内訳］�

町税�
7億5,883万円�
（23.4％）�

地方交付税�
12億円�

（37.0％）�

国・県支出金�
3億5,115万円�
（10.8％）�

町債�
3億3,070万円�
（10.2％）�

諸収入�
1億6,510万円�
（5.1％）�

地方消費税交付金・地方譲与税等�
1億2,825万円（3.9％）　　　� 地方特例交付金 2,700万円（0.8％）�

繰入金�
8,647万円�
（2.7％）�
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一
般
・
特
別
会
計
の
予
算
総
額
は
、
５１
億
７
、２

３
５
万
円（
３
・
５
％
減
）と
な
り
、
こ
の
う
ち
一

般
会
計
は
、
３２
億
４
、７
０
０
万
円
で
前
年
度
に
比

較
し
て
２
・
８
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。�

　
歳
入
で
は
、
町
税
を
は
じ
め
と
し
て
地
方
交
付

税
で
大
幅
な
減
少
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
財
政

調
整
基
金
や
公
共
施
設
保
全
基
金
な
ど
を
取
り
崩

し
て
予
算
編
成
し
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
歳
出
で
は
、
民
生
費
が
１１
％
と
大
幅
な

伸
び
を
見
せ
て
い
る
も
の
の
、
昨
年
度
は
町
制
施

行
５０
周
年
記
念
事
業
や
農
村
総
合
整
備
事
業
、
消

防
団
創
立
５０
周
年
記
念
事
業
な
ど
が
実
施
さ
れ
た

こ
と
や
、
こ
れ
ま
で
の
繰
上
償
還
の
効
果
に
よ
っ

て
公
債
費
が
大
幅
な
減
少
と
な
り
ま
し
た
。�

　
予
算
の
概
要
は
、
ご
覧
の
と
お
り
で
す
。�

依存財源 20億3,710万円�
歳入全体の 62.7％�
依存財源とは�

国や県などによって定められる地方
交付税や国・県支出金などの財源�

自主財源 12億990万円�
歳入全体の 37.3％�
自主財源とは�

町が自主的に収入できる町税や諸収
入などの財源�

（　）内は歳入全体
に対する構成比です�

歳入�

自主財源�

依存財源�

（人口は７，２５６人、園児は２６８人、児童は３７３人、生徒は１８６人、国保は２，４７７人、老保は１，３４２人で計算しました。）�

３２億４，７００万円�　 の概要�



庄川町の平成１５年度予算　　

一 般 会 計 �

国民健康保険事業�

老人保健医療事業�

土 地 取 得 事 業 �

下 水 道 事 業 �

簡易水道事業等�

計�

　 合 　 計 　 �

中学校費�

生徒１人当たり�
224,200円�

国民健康保険事業�

加入者１人当たり�
243,200円�

老人保健医療事業�

加入者１人当たり�
616,800円�

保育所費�

園児１人当たり�
1,177,600円�

小学校費�

児童１人当たり�
136,500円�

町債現在高�
（平成14年度末見込）�

（特別会計・債務負担行為
額を含めると１，０７６，500円）�

町民１人当たり�
613,600円�

教育費�

町民１人当たり�
37,800円�

災害復旧費�

町民１人当たり�
200円�

公債費（借金の返済）�

町民１人当たり�
75,300円�

庄川町各会計別予算額�

民生費�
7億6,428万円�
（23.5％）�

労働費 1,506万円（0.5％）�
予備費 500万円（0.3％）�

公債費�
5億4,629万円�
（16.8％）�

総務費�
4億6,993万円�
（14.4％）�

土木費�
3億8,018万円�
（11.7％）�

教育費�
2億7,450万円�
（8.5％）�

商工費�
2億3,796万円�
（7.3％）�

教育費�
2億7,450万円�
（8.5％）�

商工費�
2億3,796万円�
（7.3％）�

衛生費 1億8,557万円（5.6％）�
農林水産業費 1億4,103万円（4.3％）�
消防費 1億3,573万円（4.2％）�

議会費 8,974万円（2.8％）�
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（単位：万円、％）�

（単位：万円、％）�◎一般・特別会計�

◎水道事業会計�

予算額�会　計　区　分� 伸率� 災害復旧費等�
173万円（0.1％）�

（　）内は歳出全体
に対する構成比です�

収益的�
収　支�

資本的�
収　支�

特
　
別
　
会
　
計�

0

1

2

3

4

5

6

7

8
（億）�

歳出における�
目的別の予算状況�
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平成１５年度�

平成１４年度�

３２４，７００�

６０，２４０�

８２，７７０�

１０，０００�

３８，９４０�

５８５�

１９２，５３５�

５１７，２３５�

△ ２．８�

７．５�

４．８�

△ ３７．５�

△ ２２．２�

△ １９．７�

△ ４．６�

△ ３．５�

水道事業収益�

水道事業費用�

差 引 �

資本的収入�

資本的支出�

差 引   

予算額�区　　　分� 伸率�

１２，３７９�

１２，２００�

１７９�

１，０２６�

５，６４２�

△ ４，６１６�

０．０�

１．８�

△ ５４．６�

△ ９４．９�

△ ７８．７�

２８．７�

歳出�

庄川町の平成１５年度予算　　
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　 事業を紹介します�
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この一年間の主な�
　 事業を紹介します�

市町村合併推進�
�
・法定協議会負担金 ８５０万円�
　平成１５年４月１日設立の合併協議会への負担金�

・林道整備事業費 ２，１１０万円�
　横住奥山線開設工事の継続�
�
・水記念公園施設修繕整備工事費 ２，５００万円�
　公園内施設を整備�
�
・道路新設改良事業費 ４，４９６万円�
　町道第１３・１５・２５６・２８７号線の改良工事を実施�
�
・消雪装置設置費 １，８５３万円�
　消雪装置リフレッシュ工事の実施�
�
・１号環状線新設事業費 １，７８０万円�
　早期完成に向け整備�
�
・もみじ植樹事業費 １，０００万円�
　約６００本の植樹を実施�
�
・公共用地先行取得事業費 ８，９６０万円�
　公共用地の取得を行う�
�
・下水道事業費 ３億８，９４０万円�
　快適な生活環境の整備を図る�

市町村合併推進�
�
・法定協議会負担金 ８５０万円�
　平成１５年４月１日設立の合併協議会への負担金�

・地域情報リポート事業 ５２万円�
　身近な町内情報を記録するほか、�
　ＴＳＴとなみ衛星通信テレビ㈱を通して放映�

�
・定住化促進事業費 １，８７５万円�
　新年度からは、制度改正し継続�
�
・東山見保育所改修事業費 ６，５３４万円�
　２階部分の改修と基金積立�
�
・延長保育促進事業費 ４６２万円�
　各保育所における延長保育の推進�
�
・乳児保育促進事業費 ９０万円�
　６ケ月児からの保育を実施�
�
・保育所地域活動事業費 １００万円�
　育児教室開催による保護者教育の推進�
�
・放課後児童対策事業費 ２５１万円�
　各児童館における学童特別保育を実施�
�
・種田児童館周辺整備等工事費 ４３０万円�
　地域のふれあいの場として整備�
�
・生きがい活動支援通所事業費 １，０２７万円�
　デイホーム（あすなろ）とやまぶき荘で�
　日常動体訓練などを実施�
�

�
・不法投棄物撤去事業費 ２０万円�
　不法投棄防止のため、パトロールの強化と投棄物の撤去�
�
・資源ごみ分類表示板作製費 １６万円�
　スムーズな分別収集化を図る�
�
・「ごみ分類の手引き書」作成補助金 １０万円�
　「環境をまもる会」への補助金�
�
・地域家庭美化集団回収補助金 ３万円�
　運搬車１台につき３，０００円を補助�
�
・町営住宅三谷団地駐車場整備事業費 １５０万円�
　新たに１２台分整備�

�
・知的障害者施設訓練等支援費 ２，９８１万円�
　施設入所者・通所者を支援�
�
・身体・知的居宅生活支援費 １６６万円�
　ホームヘルプ・デイサービス・短期入所を支援�
�
・ボランティア送迎サービス事業費 ５万円�
　高齢者や障害者の通院等の送迎�
�
・障害者ふれあい温泉交流事業費 ２５万円�
　在宅身体障害者などを一日温泉招待�
�
・満１００歳祝い金 ９万円�
　長寿者３名の方にお祝いの贈呈�

地域情報発信�
�
・地域情報リポート事業 ５２万円�
　身近な町内情報を記録するほか、�
　ＴＳＴとなみ衛星通信テレビ㈱を通して放映�

�
・住民基本台帳ネットワークシステム事業費 ４６０万円�
　平成１５年８月からの２次稼動に向け整備�
�
・とやま広域窓口サービス事業費 ８２万円�
　県内３５市町村と住民票発行等の広域化を図る�
�
・戸籍電算化事業費 ３６３万円�
　戸籍簿の電算化を図り、正確かつ迅速化を目指す�

窓口業務の効率化�
�
・住民基本台帳ネットワークシステム事業費 ４６０万円�
　平成１５年８月からの２次稼動に向け整備�
�
・とやま広域窓口サービス事業費 ８２万円�
　県内３５市町村と住民票発行等の広域化を図る�
�
・戸籍電算化事業費 ３６３万円�
　戸籍簿の電算化を図り、正確かつ迅速化を目指す�

生活環境促進�
�
・不法投棄物撤去事業費 ２０万円�
　不法投棄防止のため、パトロールの強化と投棄物の撤去�
�
・資源ごみ分類表示板作製費 １６万円�
　スムーズな分別収集化を図る�
�
・「ごみ分類の手引き書」作成補助金 １０万円�
　「環境をまもる会」への補助金�
�
・地域家庭美化集団回収補助金 ３万円�
　運搬車１台につき３，０００円を補助�
�
・町営住宅三谷団地駐車場整備事業費 １５０万円�
　新たに１２台分整備�

福祉制度の充実�
�
・知的障害者施設訓練等支援費 ２，９８１万円�
　施設入所者・通所者を支援�
�
・身体・知的居宅生活支援費 １６６万円�
　ホームヘルプ・デイサービス・短期入所を支援�
�
・ボランティア送迎サービス事業費 ５万円�
　高齢者や障害者の通院等の送迎�
�
・障害者ふれあい温泉交流事業費 ２５万円�
　在宅身体障害者などを一日温泉招待�
�
・満１００歳祝い金 ９万円�
　長寿者３名の方にお祝いの贈呈�

少子高齢化対策�
�
・定住化促進事業費 １，８７５万円�
　新年度からは、制度改正し継続�
�
・東山見保育所改修事業費 ６，５３４万円�
　２階部分の改修と基金積立�
�
・延長保育促進事業費 ４６２万円�
　各保育所における延長保育の推進�
�
・乳児保育促進事業費 ９０万円�
　６ケ月児からの保育を実施�
�
・保育所地域活動事業費 １００万円�
　育児教室開催による保護者教育の推進�
�
・放課後児童対策事業費 ２５１万円�
　各児童館における学童特別保育を実施�
�
・種田児童館周辺整備等工事費 ４３０万円�
　地域のふれあいの場として整備�
�
・生きがい活動支援通所事業費 １，０２７万円�
　デイホーム（あすなろ）とやまぶき荘で�
　日常動体訓練などを実施�
�
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�
・林道整備事業費 ２，１１０万円�
　横住奥山線開設工事の継続�
�
・水記念公園施設修繕整備工事費 ２，５００万円�
　公園内施設を整備�
�
・道路新設改良事業費 ４，４９６万円�
　町道第１３・１５・２５６・２８７号線の改良工事を実施�
�
・消雪装置設置費 １，８５３万円�
　消雪装置リフレッシュ工事の実施�
�
・１号環状線新設事業費 １，７８０万円�
　早期完成に向け整備�
�
・もみじ植樹事業費 １，０００万円�
　約６００本の植樹を実施�
�
・公共用地先行取得事業費 ８，９６０万円�
　公共用地の取得を行う�
�
・下水道事業費 ３億８，９４０万円�
　快適な生活環境の整備を図る�

主な建設事業�
�
・林道整備事業費 ２，１１０万円�
　横住奥山線開設工事の継続�
�
・水記念公園施設修繕整備工事費 ２，５００万円�
　公園内施設を整備�
�
・道路新設改良事業費 ４，４９６万円�
　町道第１３・１５・２５６・２８７号線の改良工事を実施�
�
・消雪装置設置費 １，８５３万円�
　消雪装置リフレッシュ工事の実施�
�
・１号環状線新設事業費 １，７８０万円�
　早期完成に向け整備�
�
・もみじ植樹事業費 １，０００万円�
　約６００本の植樹を実施�
�
・公共用地先行取得事業費 ８，９６０万円�
　公共用地の取得を行う�
�
・下水道事業費 ３億８，９４０万円�
　快適な生活環境の整備を図る�

�
・保育サポーター育成講座受講支援費等 １１万円�
　２１世紀財団での講座受講を支援�
�
・保・小連絡協議会事業費 １０万円�
　発達段階に応じた指導のあり方を研究し、�
　保・小一貫した指導の充実を図る�
�
・少人数指導講師設置費 １１９万円�
　小学校３～４年生の算数のために補助教員を配置�
�
・ガールスカウト富山県大会開催費補助金 ３０万円�
　１０月に庄川町で開催�
�
・子ども元気活動支援センター事業費 １４８万円�
　無農薬農業体験やヤング創造アドベンチャー事業等を実施�
�
・子育て支援事業費 ５７万円�
　３歳親子ふれあい村事業等を実施して子育ての支援を図る�
�
・町体育協会設立５０周年記念事業補助金 ２００万円�
　記念誌発刊と記念事業の実施に対する補助金�
�
・「庄川町の文化財」改定版発行費 ７７万円�
　町指定文化財や国登録有形文化財を掲載�

�
・種田地区総合防災訓練費 ４７万円�
　自主防災を強化し、災害に備える�
�
・自動消火器設置補助金 １００万円�
　ウッカリ火災を防止するため、設置費の１／２を補助�
�
・防火水槽等設置工事費 １，０１０万円�
　防火水槽、消火栓、消火栓ホース箱を整備�

�
・新規就農者養成研修事業補助金 ２０万円�
　農業就業者研修を受け入れる方に補助�
�
・おにぎりふれあい推進事業費 １０万円�
　小学生と高齢者のふれあいの場を提供し、米消費拡大を図る�
�
・散居村景観創造支援事業補助金 ４８万円�
　屋敷林の枝打ち等美しい田園空間の景観づくりに補助�

�
・保育所むし歯予防事業費 ８万円�
　親子むし歯予防教室の開催やフッ素洗口を実施�
�
・ヘルスボランティア養成講座開催費 ２０万円�
　年１４回開催�
�
・肝炎予防教室開催費 １９万円�
　肝炎ウイルスに関する正しい知識を学ぶ（２回）�

健康増進対策�
�
・保育所むし歯予防事業費 ８万円�
　親子むし歯予防教室の開催やフッ素洗口を実施�
�
・ヘルスボランティア養成講座開催費 ２０万円�
　年１４回開催�
�
・肝炎予防教室開催費 １９万円�
　肝炎ウイルスに関する正しい知識を学ぶ（２回）�

農業振興対策�
�
・新規就農者養成研修事業補助金 ２０万円�
　農業就業者研修を受け入れる方に補助�
�
・おにぎりふれあい推進事業費 １０万円�
　小学生と高齢者のふれあいの場を提供し、米消費拡大を図る�
�
・散居村景観創造支援事業補助金 ４８万円�
　屋敷林の枝打ち等美しい田園空間の景観づくりに補助�

消防防災対策�
�
・種田地区総合防災訓練費 ４７万円�
　自主防災を強化し、災害に備える�
�
・自動消火器設置補助金 １００万円�
　ウッカリ火災を防止するため、設置費の１／２を補助�
�
・防火水槽等設置工事費 １，０１０万円�
　防火水槽、消火栓、消火栓ホース箱を整備�

教育振興対策�
�
・保育サポーター育成講座受講支援費等 １１万円�
　２１世紀財団での講座受講を支援�
�
・保・小連絡協議会事業費 １０万円�
　発達段階に応じた指導のあり方を研究し、�
　保・小一貫した指導の充実を図る�
�
・少人数指導講師設置費 １１９万円�
　小学校３～４年生の算数のために補助教員を配置�
�
・ガールスカウト富山県大会開催費補助金 ３０万円�
　１０月に庄川町で開催�
�
・子ども元気活動支援センター事業費 １４８万円�
　無農薬農業体験やヤング創造アドベンチャー事業等を実施�
�
・子育て支援事業費 ５７万円�
　３歳親子ふれあい村事業等を実施して子育ての支援を図る�
�
・町体育協会設立５０周年記念事業補助金 ２００万円�
　記念誌発刊と記念事業の実施に対する補助金�
�
・「庄川町の文化財」改定版発行費 ７７万円�
　町指定文化財や国登録有形文化財を掲載�

広域行政の推進�
�
・砺波広域圏事務組合ＣＡＴＶ事業負担金 ４１４万円�
　ケーブルテレビ事業に対する負担金�
�
・砺波地方介護保険組合分担金 ６，６０７万円�
　介護給付費増加により１０．５％の増加�
�
・クリーンセンターとなみ分担金 ３，７０７万円�
　可燃ゴミ処理量の増加等により６．８％の増加�
�
・砺波地方衛生施設組合分担金 ２，９７１万円�
　し尿、汚泥処理量の増加等により３．９％の増加�



�

◆開館時間 火～木曜日 9：30～18：00�
 金　曜　日 9：30～20：00�
 土・日・祝日 9：30～17：00�

◆休 館 日 月 曜 日　  7日、14日、21日、28日�
 振替休館　30日�

■新着図書�

 小　説 忘れ雪 新堂　冬樹�

  モラルの罠 夏木　静子�

  おこう紅絵暦 高橋　克彦�

  十津川警部の事件簿 西村　京太郎�

エッセイ もう一つの出会い 宮尾　登美子�

  一寸さきはヤミがいい 山本　夏彦�

 一般書 電池が切れるまで すずらんの会�

  明日の日本への贈り物 日野原　重明�

  家にいるのが楽しくなる本 中山　庸子�

 児童書 なかよしこぐままんなかに はたこうしろう�

  にんタマ！かいぞく！ウミボウズ！ 尼子　騒兵衛�

   ほか多数�

おすすめの一冊�

図書館�

※この他の新着図書は、庄川町ホームページで紹介しています。�
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「ブレイブ・ストーリー 上・下」�
 宮部　みゆき 著�

東京下町の大きな団地に住み、
新設校に通う小学5年生の亘は、
幽霊が出ると噂される建設途
中のビルの扉から、剣と魔法
と物語の神が君臨する広大な
異世界－幻界（ヴィジョン）へ
と旅立った…時代の暗雲を吹き飛ばす大長編。�

国  際�
No.９７�

ローラのアメリカ�
あれこれ⑥�

ゆず香ちゃんが、ローラさんに「ア
メリカのしつけについて」インタービ
ューしました。�

ゆず香　アメリカの子どものしつけはどのよう
にされていますか？�

ローラ　アメリカの学校では、非行問題が多く、
少しでも非行を減らすような校則が考えら
れています。ある少年が非行問題を起こした
ら、教室を退去させられ、校長に呼び出される
ことになります。更に重大な非行を起こした
ら、体罰として処罰棒で、お尻をぶたれること
になります。それでも直らない時は家庭謹慎
を命ぜられます。軽い非行については、学校
で1～2時間居残りさせられます。�

ゆず香　日本とアメリカのしつけについて、何
か違いがありますか？�

ローラ　日本では授業中の私語は大したこと
はないと思われていますが、アメリカでは厳
しくしつけられます。提出物についても期限
まで提出されなかったら、その教科は0点と
なり、落第させられることもあります。�
家庭でのしつけはそれぞれ違いがありますが、

処罰棒でぶたれたり、謹慎させられたりします。
謹慎させられると、友達に電話することも、テ
レビを見ることも禁じられます。私が6歳に
なると、私の家庭では、食器洗い、家畜の世話、
部屋掃除などをさせられました。年齢がいく
につれて、仕事量が増え、責任も重くなります。
家事をこなせないことがあった時は謹慎さ
せられたこともあります。日本では、子ども
達は勉強と部活動さえしていればいいので、
アメリカとはとても違っているので驚いて
います。�

ゆず香　大人になればどうですか？�

ローラ　18歳になると、完全に家庭から独立す
るよう求められます。18歳を過ぎても親に
頼ることは無責任だと思われています。私が
大学生になった時に自炊し、生活費はもちろん、
車購入や授業料の支払いも、全部アルバイト
をしながら自分でやっていました。日本の社
会では、グループや地域のまとまりによって
動いていますが、アメリカの社会は、あくまで
個人を中心に動いております。この文化的違
いは学校生活や生
徒の活動をみて強
く感じることです。�
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● 一般相談 毎週水曜日 ● 介護相談 4/9（水）�
● 障害者相談 4/9（水）・5/7（水） ● 人権相談 4/15（火）�
● 行政相談 4/16（水） ● 健康相談 5/2（金）�
● 法律相談 4/25（金）�

中国語講座　4/5（土）・15（火）・25（金）・5/5（月）�

（要予約 　82-3520　社会福祉協議会まで）�

2003 となみチューリップフェア�
　　　　　　4/23（水）～5/5（月）�

みどりの日記念植樹�
4/29（火）�
7：30～�
水記念公園�

5月3日（土）・4日（日）・5日（月）�
午前9時～午後5時�
場所：水記念公園�

PM1：00～1：30�

PM12：45～1：15�

A M 1 0 ： 0 0 �

AM9：30～12：00�

PM1：00～2：00�

PM1：00～1：30

行 事 名 �対 象 者 �日　　程� 受 付 時 間 �実施場所�

3か月児健診�

3歳児健診�

育 児 相 談 �

健 康 相 談 �

三 種 混 合 �
Ⅰ期（初回）�

麻 し ん�

H15.1月生�

H11.9～12月生�

希　望　者�

希　望　者�

H14.1月～9月生�

H14.10～12月生�

H13.7～�

12月生�

4月22日�

4月23日�

4月11日�

毎週金曜日�

4月25日�

5月6日�

4月1日�
▼�

4月11日�

砺波厚生センター�

保健センター�

青島児童館�

保健センター�

保健センター�

4月5日　5月10日�

〈一般診療〉�
  4月13日（日） 細川産婦人科クリニック （福光） 　52－2000�
  4月20日（日） 正 木 医 院 （福光） 　52－0876�
  4月27日（日） 松田外科医院 （城端） 　62－2168�
  4月29日（火） 山見内科医院 （井波） 　82－8200�
  5月  3日（土） 吉岡整形外科 （福野） 　22－7700�
  5月  4日（日） 富田整形外科クリニック （福光） 　52－8800�
  5月  5日（月） 城端理休クリニック （城端） 　62－3325�

〈歯科診療〉�
  4月13日（日） 菅野歯科医院 （砺波） 　32－2151�
  4月20日（日） 芳尾歯科医院 （砺波） 　32－2834�
  4月27日（日） 神田歯科医院 （砺波） 　33－3223�
  4月29日（火） 安念歯科医院 （砺波） 　33－2445�
  5月  3日（土） 根尾歯科医院 （砺波） 　33－2588�
  5月  4日（日） 高田歯科医院 （砺波） 　32－2153�
  5月  5日（月） チューリップ歯科医院 （砺波） 　32－3904

南部医院・平川医院�
（但し日曜休診）�

4/7（月） 中学校入学式�
 10：00～�

実演体験�
◆日本一大型木工ろくろ実演�

◆工作教室�
　　庄川町彫工会　絵皿の実演�

問合先�
　庄川木工まつり実行委員会�
　　0763‐82‐4316

（火）�

（水）�

（金）�

（金）�

（火）�

（火）�

（金）�

土�

日�

月�

火�

水�

木�

金�

土�

日�

月�

火�

水�

木�

金�

土�

日�

月�

火�

水�

木�

金�

土�

日�

月�

火�

水�

木�

金�

土�

日�

月�

火�

水�

木�

金�

土�

水の町美術展　10：00～�

第28回春季町民野球大会　9：00～　町民運動場・弁財天野球場�
町民前期ゲートボール大会　8：00～　種田農村公園�

第7回北日本新聞社杯町民ペタンク大会　8：45～　町民運動場�

農村環境改善センター　13：30～15：30

農村環境改善センター　19：30～�

15 H15年／4月号�

■健診・相談・予防接種のお知らせ■�

（診療時間　午前9時～午後5時）�
■日曜・祭日連絡医院■�

地域情報リポート事業がスタート�
～皆さんにふるさとの映像を～�

　ふるさとを見つめ直し、身近な地域情報（地
区運動会や地域の行事、庄川らしい自然、風
景）を映像で記録して皆さんにご覧いただく『地
域情報リポート事業』がスタートします。�
　ＴＳＴとなみ衛星通信テレビの５ch行政情

報コーナーで行政情報
と共に“ふるさとの映
像”を発信していきま
すので、みなさん楽し
みにしてください。�
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小学校�

中学校�中学校�

　２歳児の子ども達がおやつ作
りに挑戦です。先生に“しろくま
ちゃんのホットケーキ”の絵本を読

んでもらった後、お話を思い出しながら、みんな
でホットケーキを作ることにしました。�
　材料を大きなボウルにいれて泡立て器で混ぜ合
わせようとすると、子ども達は「僕にも混ぜさせて」
「私も」と、競うように手伝ってくれます。出来
上がったケーキダネをホットプレートに流し、焼
き上がりを待つ間も、「甘い匂い」「プツプツがで
てきた」などと子ども達の声は途切れることがあ

りません。�
　ホットケーキ
が焼けたところ
でココアを入れて、
みんなでおやつ
の時間です。おいしそうに焼きたてを頬張る子ど
も達の様子に、先生達の口元も思わずほころんで
いました。�
　保育所では、小さな子ども達にも手作りの楽し
さを体験させる機会を積極的に取り入れていきた
いと考えています。�

おいしくできたよ！�おいしくできたよ！�

　３月には、卒業生を送る会を
行いました。１年生から５年生までの子どもたち
は、この日に向けて準備を進めてきました。どう
したら６年生に喜んでもらえるだろうか、思い出
の１ページになるようにするにはどうしたらよい
かなど、知恵を出し合って考え合ってきました。�
　そして、当日、１年生はペンダントをつくり大
きな６年生の首にかけてあげました。２年生は、
６年間でどれだけ成長したかを○×クイズにして
答えてもらいました。３年生は、心を込めて合奏
をしました。４年生は、英語の歌を歌って楽しん

でもらいました。
そして、５年生は
在校生の最上学年として、事前
に集会の場所の飾りつけをし、
当日は６年間の思い出を劇で表
現しました。一所懸命に演じる
在校生の姿を見て、６年生の子
供たちも「卒業」を意識し、小学校生活の締めくく
りを改めて感じたようです。何ごとにも誠心誠意
取り組む６年生が卒業し、４月、新たに新入生７４
名を迎えました。�

卒業・・・そして  入学�卒業・・・そして  入学�

卒 業 式 �卒 業 式 �
　３月１７日（月）第５６回卒業

証書授与式が行われました。心
配された前日からの雨もあがり、うららかな春の
日、７２名の卒業生を始め、全校生徒は一人の欠席
もなくこの日を迎えることができました。会場に
は、藤森町長を始め、山田町議会議長、太田ＰＴＡ
会長など、多くのご来賓に参列をいただき、花を添
えていただきました。また、体育館正面右上には
卒業生の寄贈品である真新しい校訓の額が掲げら
れ、華やかな雰囲気を盛り上げました。�
　式辞の中で福冨校長は、夢を抱き続け、努力を続

けることの大切さと、親や家族への感謝の気持ち
を忘れないことの大切さを卒業生にはなむけの言
葉として贈りました。�
　齊藤静香前生徒会長が答辞の中で、数々の思い
出と感謝の気持ちを述べるとともに、後輩たちに
生徒会活動の継続
発展を託しました。�
　体育館に響き渡
る校歌を最後に式
を終了し、卒業生た
ちは元気に中学校
を巣立ちました。�

先生ありがとう（校門にて）�

青島保育所�青島保育所�



チャレンジデー�
2003ｉｎ庄川�
チャレンジデー�
2003ｉｎ庄川�
開 催 予 告 �

高校生が全国で健闘�

第８回町民室内ペタンク大会�
と　き　２月２３日（日）�
ところ　町民体育センター�
参加チーム　３３チーム�
　１位　中之島２１区Ｅ（齋藤昌夫・但田一彦・齊藤修一）�
　２位　はつか会Ｃ（川邊俊雄・高川　豊・小西　武）�
第１０回全日本スノーボードテクニカル選手権大会�
と　き　２月２８日（金）～３月２日（日）�
ところ　尾瀬戸倉スキー場（群馬県）�
アルパイン部門　男子２位　倉田英毅�
第１６回町男女混合ビーチボール大会�
と　き　３月２日（日）�
ところ　町民体育センター�
参加チーム　１３チーム�
　１位　青島西部　　２位　協会チーム�
２００３年砺波地区小学生バレーボール新人大会�
と　き　３月２日（日）�

ところ　福野町体育館�
参加チーム　１２チーム�
小学５年以下女子の部�
　２位　庄川町バレーボールスポーツ少年団女子�
第１１回チェリー杯争奪砺波地区小学生バレーボール大会�
と　き　３月２日（日）�
ところ　福野町体育館�
参加チーム　１１チーム�
小学６年の部�
　１位　庄川町バレーボールスポーツ少年団男子�
第２１回東西砺波郡民体育大会冬季大会スキー競技会�
と　き　３月１６日（日）�
ところ　タカンボースキー場（上平村）�
総合　２位　庄川町�
ジャイアントスラローム（大回転）�
　一般男子Ｆ　２位　齊藤　博之�
　一般男子Ｄ　３位　水本　俊一�
　一般男子Ｃ　３位　　　　正司�
　一般男子Ｂ　２位　坂口　　通�
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総合型地域スポーツクラブ情報  Vol.1

多種目�
いろいろな楽し
み方ができます。�受益者負担�

より多くのメリ
ットがあります。�

自主運営�
会員の自主性
を生かします。�

拠点施設�
会員の活動を
確保します。�

総合型�
地域スポーツクラブ�

総合型�
地域スポーツクラブ�

●３月２７日・２８日に開催された第
１２回全国高等学校剣道選抜大会
で高岡工芸高校の宮島　恵さん
（金屋）・松井理恵さん（庄）が気
合いの入った試合を展開しました。�

●３月２０日～２６日に第３４回全国
高校バレーボール選抜優勝大会
が行われ、高岡第一高校の石黒
大悟くん（青島）と藤井　拓くん
（金屋）が晴れの舞台で活躍しま
した。�

チャレンジデーとは�
　午前0時～午後9時までの21時間の間に15
分間以上続けてスポーツや運動を行った住民の
参加率（％）を競い合い、敗れた場合は相手の町
の旗を１週間役場庁舎のメインポールに掲揚す
るというユニークなスポーツイベントです。詳し
い内容につきましては、5月号の広報でお知らせ
いたします。�

　文部科学省（国）では、生涯スポーツ社会の実現に
向け、全国の各市区町村に少なくとも一つは「総合
型地域スポーツクラブ」を育成することを目標とし

ています。�
　左のグラフは、週
一回以上スポーツを
行う者の割合（スポ
ーツ実施率）の推移
を表しています。�
　このグラフでも分
かるように、年々ス
ポーツ実施率は増加
傾向にありますが、

目標としては、二人に一人（５０％）となることを目指
しています。この目標実現のための施策として「総
合型地域スポーツクラブ」の育成を掲げています。�
　現在、「総合型地域スポーツクラブ」は、福野町、
小矢部市、福岡町、福光町などにおいて実施されて
おります。�

多世代�
だれでも参加
できます。�

一貫指導�
計画的に選手育
成ができます。�

「総合型地域スポーツクラブ」とは�
国や県では下図のような六つの柱を示しています。�

　5月28日（水）
友好姉妹町であ
る北海道鵡川町
とチャレンジデ
ーで対戦します。�



皆さんからの身近な情報、地域の活動など、
町の情報の提供をお待ちしています。�

　企画調整課 　82-1905

後世に伝えよう  雄神の歌�

～ まちの出来事 ～�

に
ゃ
ん
だ
ソ
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消
防
団
春
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頑
張
れ
女
性
団
員�

舟戸湖上遊覧船「あゆまる号」運航廃止について�

　３月２３日（日）古上野地内において消防団の意
気高揚と緊密な連携を図ることを目的とした、
消防団春季訓練が実施されました。�
　この訓練は町特有の庄川嵐が吹く時節の、強
風時を想定した実戦訓練で、女性団員も放水や
後方支援に大活躍でした。�
　訓練終了後、平成１４年度消防定例表彰伝達式
が行われ、次の方々が受彰されました。�
消防庁長官表彰�

 永年勤続功労章 副 団 長 松井　　仁�
富山県知事表彰�

 功績章  副 団 長 吉岡　由一�
 精勤章 第三分団 分 団 長 小谷　秀三�
富山県消防協会長表彰�

 功績青花章 第二分団 分 団 長 原田　　清�
 功績黄花章 第三分団 部　　長 藤井　俊英�
 機関員章（赤） 第三分団 副分団長 西元　三郎�
 勤続緑花章 第一分団 部　　長 瀧本　良生�
  第二分団 班　　長 齋藤　幸二�
  第四分団 団　　員 廣嶋　　隆�
 勤続銀章 第三分団 班　　長 谷口　恭博�
  第四分団 団　　員 新井　和宏�

　舟戸湖上遊覧船「あゆまる号」は、４月から運航
を廃止いたします。�
　平成２年度から平成１４年度までの１３年間で延べ
約２８，０００人の方にご利用いただき、ありがとうご
ざいました。�

18H15年／4月号�

　雄神村時代に歌われていた村歌を、後世に
伝えるために画像と音声をビデオに収めまし
た。この村歌は、地区の代表的な史跡の弁財
天、山上が池、壇の城跡、恩光寺、西行塚な
どが歌詞に盛り込まれ、格調高い曲になって
います。なお、この時に収録されたビデオ映
像は、ＴＳＴとなみの５ｃｈで放送予定です。
みなさんお楽しみに。�

　平成４年に能登で開催されたソーラーカー
レースで好成績を収めた、関西電力㈱庄川電
力所の『にゃんだソーラー』が３月３１日（月）に
町へ贈呈されました。今後は、水記念公園大
駐車場に展示しますので是非、みなさんご覧
ください。�



小さなボランティア活動が�
大きな成果�

みんなで学ぼうよ�
平成14年度 町生涯学習フェスティバル�
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　１月２１日（火）に小学校６年生の総合的な学
習の一環として、足の不自由な人の役に立ちた
いと、学習発表会などで募金活動を行い車椅子

１台を、また、３月８日
（金）中学生の代表がアルミ
缶と４０年前から集めてきた
ベルマークで購入した車椅
子２台をケアポート庄川に
贈りました。今回、小さな
ボランティア活動が数十年
たって大きな成果となりま
した。�

　３月２日（日）ふれあいセンターにおい
て生涯学習フェスティバルが開催されま
した。�
　午前中のワークショップでは、マジッ
ク・バルーンアート、越中庄川玉すだれ、
ニュースポーツなどの体験コーナーをは
じめ、子どもお茶室や子ども科学教室、町連合婦人
会によるフリーマーケットなどで賑わいました。�
　午後からは、「富山県民海外派遣事業に参加して」
をテーマに武田典子さん（庄）の事例発表や子どもマ
ジック・玉すだれ教室受講者の「越中庄川玉すだれ」
の発表がありました。�
　記念講演では、前駐ロシア大使の丹波　實さんが「ロ
シアの内外情勢と日ロ関係について」と題してご講
演されました。�
　また、町の社会教育や文化向上のためご尽力され
た方々に教育文化表彰、併せて「第６回川の情景を
詠む」最優秀短歌の表彰及び「第５回読書感想文コン
クール」最優秀作品の表彰が行われました。�
　受賞者は次のとおりです�

庄川町教育文化表彰（敬省略）�
◇功労表彰�
池田　久信（金屋） 太田ユキヱ（金屋）�
藤永　忠孝（示野） 山本　純子（金屋）�
松村外喜美（青島） 冨樫　雄二（青島）�
白山　昌人（金屋） かたかご会（団体）�

�

第５回  読書感想文コンクール（敬省略）�
◇一般の部�
最優秀賞（読売新聞社賞） 田畑順司郎（金屋）�
優秀賞 谷口三千代（三谷）�

◇中学生の部�
最優秀賞（北陸中日新聞社賞） 岩原　奈穂（２年）�
優秀賞 藤井美由紀（３年） 柴田　麻美（１年）�

◇小学生高学年の部�
最優秀賞（富山新聞社賞） 高田　彩美（６年）�
優秀賞 端谷　祐人（６年） 中嶋　万葉（４年）�

◇小学生低学年の部�
最優秀賞（北日本新聞社賞） 齋藤　未吹（３年）�
優秀賞 松山　佳苗（２年） 有澤　美桜（１年）�



　適切な心肺蘇生法・応急手当を
学ぶ、上級救命講習が実施されま
す。修了者には、修了証が交付さ
れます。�
　是非、この機会に受講されませ
んか。�
日　時　４月２０日（日）�
　　　　９時～１７時３０分�
場　所　砺波市大辻５０１番地�
　　　　砺波広域圏消防本部�
受付締切　４月１０日（木）�
連絡先　井波庄川消防署�
　　　　　８２－０１１９�

上級救命講習の開催について�

狂犬病予防注射は必ず
受 け ま し ょ う �

　犬の狂犬病予防注射の接種は飼
主に義務付けられています。�
　下記の日程で予防注射を実施し
ますので、必ず受けさせましょう。�
予防注射実施日程�
平成１５年４月２５日（金）�

※当日、予防注射を受けない場合、
かかりつけの獣医で注射をし、
役場まで必ず届出て下さい。�
※当日、犬の糞処理用袋を斡旋い
たしますので、皆様のご理解と
ご協力をお願いいたします。（詳
細については狂犬病予防注射案
内のハガキを御覧ください。）�

問合先�
　住民課保険衛生係�
　　　　　８２－１９０２�

日時�５月３日（土）～５日（祝）  午前９時～午後５時�

場所�水記念公園�

庄川挽物を一堂に集め、ケヤキの
名木や形の変わった珍木などを販
売する木材市のほか、白木の皿に
絵付けを楽しむ工作教室や日本一
の大型木工ロクロの実演もある。�

し尿汲取り手数料が変わります�

国保退職者医療制度加入者の皆さんへ�

医療費の窓口負担が
変 わ り ま す �

雄神処理施設機能強化
工 事 に つ い て �

　平成１４年３月から施工してお
りました、農業集落排水事業雄神
処理施設機能強化工事が２月末に
完成しました。�
　この施設は、雄神地区の下水道
処理施設として、昭和６３年７月
に供用開始し地区の生活環境を改
善し、農業用排水路等の公共水域
の水質保全に努めていましたが、
定住人口等の見直しにより、１系
列の増設と既設処理施設の処理槽
の防食、脱臭装置改修等の工事を
施工しました。�

ごみ袋の形状が変ります�
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庄川木工まつり開催�

場　　　所�

庄川町役場�
雄神体育館�
種田コミュニティセンター�

時　　間�

  ９：００～１２：００�
１３：３０～１４：００�
１４：３０～１５：０0

　平成１５年４月１日よりし尿汲
取り手数料の額が下記のとおり変
更になりました。�
 旧  新�
 １０0　当り  １００　当り�
 ５７０円  →  ６００円�

変更前（平成１５年３月３１日まで）�
外　来�

７０歳未満�

退職被保険者本人�
被扶養者�

入　院�

３　割� ２　割�
２　割�

変更後（平成１５年４月１日から）�
外　来�

７０歳未満�

退職被保険者本人�
被扶養者�

入　院�

３　割�

▼�

　平成１５年４月１日から国保退
職者医療制度に加入されている方
が病院等へ受診された時の自己負
担割合が改正されました。�
　これは、被用者保険（会社等に
お勤めの方が加入している保険）
の一部負担割合（２割から３割に
変更）に併せたものです。�

・７０歳になると負担割合は１割又は２
割に変わります。�
・０～２歳の被扶養者は外来、入院と
もに２割です。�

＊退職者医療制度は、国保加入者
で厚生年金や各種年金を受けて
おり、加入期間が２０年以上も
しくは、４０歳以降１０年以上あ
る方です。�
　　加入手続きは、年金受給権の
発生後、年金証書を受けてから
１４日以内に届出てください。�
届出に必要なもの�
　年金証書、国保の保険証、印鑑�

　現在使用しているごみ袋が破れ
やすい、縛りにくい等のご意見が
あり、ごみ袋の形状・材質を変更
することになりました。�
　形状はレジ袋形でマチと持ち手
がついており、材質も現在のもの
より破れにくい材質になります。�
　新しい袋は、現在の袋の在庫が
なくなり次第、同価格で店頭販売
いたします。　�

リッ�
トル�

リッ�
トル�



献 血 の お 知 ら せ �

実 施 日　４月１６日（水）�
受付時間　１２時４５分～１６時�
場　　所　庄川町役場�
あなたの献血が、多くの患者さん
の力になります。ご協力をお願い
します。�

庄川パットゴルフ場オープン�

　４月１９日（土）午前９時より庄川
パットゴルフ場をオープンいたし
ます。�
　気軽にどなたでも遊べるパット
ゴルフで楽しいひとときを過ごし
てみませんか？�
　プレイ料金は、大人５００円、小
学生以下３００円です。�
　たくさんのご利用お待ちしてい
ます。�
問合先　庄川パットゴルフ場�
　　　　　８２－５３５３�

定住促進奨励金制度の
見 直 し に つ い て �

　町では、活力ある町づくりを推
進する上で基盤となる人口の確保
を最重要課題として、平成３年度
より各種奨励金制度を実施してい
ます。�
　今回、町では厳しい財政の状況
等を考慮し、議会と協議し、各種
奨励金制度について一部見直しを
しました。その結果、奨学奨励資
金の新規受付が中止となりました
が、その他の結婚祝金、第３子出
産奨励金、第３子育児奨励金、定
住促進奨励金、住宅奨励金は引き
続き実施します。�
問合先　企画調整課 　８２－１９０５�

閑乗寺高原夢木香村
よ り お 知 ら せ �

　木の香りと夢いっぱいのコテー
ジに家族やグループで泊まってみ
ませんか。また、テニスを楽しむ
こともでき、特に炭火使用のバー
ベキューの味は格別です。�
　皆様のご利用をお待ちしており
ます。 申込先　　８２－６３７１�

森林は　地球を守る　宝物�

緑の募金にご協力お願いします�

　緑と水のふるさと、心のふるさ
とである森林を「自らの手で守り
育てる」身近な取り組みとして、
緑の募金を実施します。�
募金期間　４月～５月�
１世帯当たり　１本１００円以上�
＊募金の取りまとめは、各区長さんに
お願いしていますので、皆さんのご
協力をお願いします。�

問合先　産業建設課都市計画係 �
　　　　　８２－１９０４�

河川愛護モニター募集�

　地域と連携した河川行政を進め
ていくための河川愛護モニターを
以下のように公募します。�
活動内容�
①河川に対する意見、モニター自
身の河川愛護に関する活動の
報告�
②河川事業やイベントなどの感
想、意見�
③担当の河川の自慢話や、河川
にまつわる民話などの情報�

応募締切　５月２３日（金）必着�
応募・問合先�
富山工事事務所河川管理課�
　０７６‐４２４‐１７０５�
（担当 占用調整係）�

国民健康保険の加入、喪失に関する届出はお早めに�

特別養護老人ホーム入所
基準の適正化について�

　この時期は、進学や就職、退職に伴う保険の異動が多くなる時期です。
転入や転出など国保の資格に関する異動の届出は１４日以内にお願いしま
す。�
加入の届出が遅れると�
　国保加入資格が発生した日まで遡って保険税を納めていただくこと
になります。また、その間は保険証がないので、医療費は全額自己負担
になります。�
資格喪失の届出が遅れると�
　資格がないのに、国保の保険証を使用してしまうと、後で国保が負担
した医療費は、返還していただくことになります。また、新たに加入し
た職場の健康保険等と国保の両方に保険料（税）を納めてしまうことも
あります。�
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　県、介護保険組合、市町村及び
県老人福祉施設協議会では、特別
養護老人ホームへの入所の必要性
の高い人が円滑に入所できるよう
入所基準の適正化を図ることとな
りました。�
　今後、各施設では、本人や介護
者等の状況を把握し、入所検討委
員会において入所者を決定するこ
ととなります。�
　申込み方法等については、各特
別養護老人ホームへお問合せくだ
さい。�



　６５歳以上の方の保険料は、介護サービスの見込量等から保険料が設
定されます。�
保険料見直しの理由�
☆高齢化により、介護の必要な方が増えてきています。�
☆介護保険のサービスがよく利用されるようになりました。�
☆これからの介護サービスの充実を図るためです。�
☆６５歳以上の方の保険料は、それぞれの保険者で必要な介護サービスの
総費用に応じて、３年ごとに決めることになっています。�
　これらのことから、砺波地方介護保険組合の保険料基準額が次のよう
に変わりました。�
組合管内の基準額　月額３，５００円（年額４２，０００円）〔３段階：本人非課税、世帯課税〕�

●この「基準額」を中心に、所得に応じた６段階の保険料に分かれます。�
本人非課税、世帯非課税（住民税）の方は、「基準額」より低い保険料
となります。�
問合先　砺波地方介護保険組合 　３４－８３３３�

障害者のための支援費制
度が4月から始まりました�

　障害者自らがサービスを選択し、
事業者と契約してサービスを利用
する制度です。�
　詳しいことについては、平成１４
年広報しょうがわ１１月号をご覧
下さい。�
★受給者証の交付�
　申請により支援費の支給が決
定されると、支援の種類などが
記載されている受給者証が交付
されます。�
★サービスを利用したときの費用
について�
　利用者はサービス利用に要す
る費用のうち、負担能力に応じ
て定められた利用者負担額を事
業者に支払います。�
問合先　住民課住民福祉係�
　　　　　８２－１９０２�

65歳以上の方（第１号被保険者）の介護保険料�

平成15年度から３年間の保険料が決まりました�

人
事
異
動�
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県道小森谷庄川線舗装復旧工事�

三谷地内汚水管路施設不明水調査業務委託�

金屋５号汚水中継ポンプ設置工事�

町道第２４８号線外１路線汚水管渠布設工事�

町 道 第９８号 線 舗 装 復 旧 工 事 �

管路番号３９６－２路線汚水管渠布設工事�

二万石用水親水空間整備工事 第２工区�

二万石用水親水空間整備工事 第３工区�

二万石用水親水空間整備工事 第４工区�

青 島 �
天 正 �

三 谷 �

金 屋 �

金 屋 �

金 屋 �

青 島 �

青 島 �

青 島 �

青 島 �

㈱ 藤 　 井 　 組 �

サ ン デ ッ ク ㈱ �

フ ジ イ 設 備 ㈱ �

太 田 配 管 ㈱ �

㈱ 藤 　 井 　 組 �

藤 森 工 業 ㈱ �

木 村 産 業 ㈱ �

㈱ 松 本 建 設 �

水 上 工 業 ㈱ �

平成１５年２月２８日から�
平成１5年３月２４日まで�

平成１５年２月２８日から�
平成１５年３月２６日まで�

平成１５年３月３日から�
平成１５年３月２４日まで�

平成１５年３月３日から�
平成１５年３月２６日まで�

平成１５年２月２８日から�
平成１５年３月２６日まで�

平成１５年２月２８日から�
平成１５年３月２6日まで�

平成１５年２月２８日から�
平成１５年１２月２５日まで�

平成１５年３月３日から�
平成１５年１２月２５日まで�

平成１５年２月２８日から�
平成１５年１２月２５日まで�

１�

２�

３�

４�

５�

６�

７�

８�

９�

２，３１０，０００�

１，７６４，０００�

５，７２２，５００�

６，３００，０００�

１，４７０，０００�

２，４９９，０００�

２４，５７０，０００�

２９，７１５，０００�

１６，６９５，０００�

工　　事　　等　　名� 工　　　期� 落 札 業 者 � 備 　 考 �請負金額（円）�施行箇所�番号�

中島自動車～�
石黒孝成宅�

古野毅宅、市山昌邦宅�
～西川隆宅�

古野毅宅、市山昌邦宅�
～西川隆宅�

高田虎二郎宅～�
林千代子宅�

町道第５号線～�
藤森工業�

小西久夫宅～�
藤森章（クリーニング）宅�

藤森章（クリーニング）宅�
～新川張和宅�

新川張和宅～�
大浦勇三宅（京坂線）�

工 事 等 入 札 結 果 �（２/２１～３/２０）�

工事期間中は、町民の皆さんにたいへんご迷惑をおかけしました。ご協力ありがとうございました。�

工事期間中は通行止め等があり、町民の皆さんにはご迷惑をおかけしておりますが、ご理解とご協力をお願いします。�
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助
役�
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務
課
長
事
務
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町
合
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建
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消
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士

長

�
�
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防

士
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�

消

防

士
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光
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砺
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役
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�

財

務
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長

�
�
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市
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派
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合
併
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進
室�

東
山
見
保
育
所

長

代

理

�

雄
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育
所
長

代
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�
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田
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育
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理

�
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主

任

保

育

士

�

雄
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保
育
所
主

任

保

育

士

�

財
務
課
主
任�

�

総
務
課
主
任�

�

鵡
川
町
へ
派
遣�

�

産
業
建
設
課
主
事�

�

産
業
建
設
課
主
事�

�

東
山
見
保
育
所

保

育

士

�

種
田
保
育
所
保

育

士

�

青
島
保
育
所
保

育

士

�

鵡
川
町
よ
り
派
遣

企
画
調
整
課
主
任�

青
島
保
育
所
長

代

理

�

城
端
第
一
課
長�

�

本

部

�
�

福

野

�
�

砺

波

�
�

第

一

課

長

�
�

消

防

士

長

�
�

消

防

士

�
�

消

防

士

�
�

野
村 

忠
平�

前
野 

　
久�

間
馬 

秀
夫�

島
田 

陽
子�

藤
井 

京
美�

但
田 

淑
子�

石
黒 

雅
子�

高
田 

節
子�

畑 

稚
枝
子�

古
澤 

孝
之�

菊
池 

紀
明�

山
下 

史
代�

石
黒 

光
博�

南
部 

聡
美�

宮
島 

康
寛�

井
上 

裕
美�

宮
崎 

恒
充�

山
村 

陽
子�

山
崎 

敏
幸�

山
本 

義
明�

山
森 

有
洋�

藤
井 

宏
年�

三
谷 

和
善�

吉
田 

　
覚�

斎
藤
啓
太
郎�

大
蔵
外
志
樹�

【
新
規
採
用
】�

【
退
職
】 

３
月
３１
日
付�

【
転
出
】�

砺
波
広
域
圏
井
波
庄
川
消
防
署�

【
転
入
】�



　まちづくりのサポート役を務め
ていただく「町政モニター」を募
集します。町民皆さんのよりよい
ご意見を町政に反映させるために、
あなたの力をお貸しください。�
募集人数　４人�
応募要件　２０歳以上で町内在住者�
任　　期　２年間�
主な仕事�
・モニター会議への出席や町の

イベント、行事への参加�
・町広報への寄稿等�
応募方法�
官製ハガキに住所、氏名、年齢、
性別、職業を明記の上�
〒９３２－０３９３　庄川町青島４０１�
庄川町役場総務課�
「モニター募集係」まで送付�
　８２－１９０１�
募集期限　平成１５年４月２５日（金）�

Vol.Ⅰ�

人・・心の景�
～南部治夫彫刻展～�

町民のしあわせの実現のために　町政モニター募集�

ま
ち

かど
ギャラリ
ー蔵�

23 H15年／4月号�

区　長　紹　介�

No.�
１�
２�
３�
４�
５�
６�
７�
８�
９�

担当分野�
考　古�
建造物�

天然記念物�
郷土史�
民　俗�
史　跡�
歴史資料�

史跡・歴史資料�
美術工芸品�

住　所�
往蔵　久雄�
上野　幸夫�
柏樹　直樹�
齋藤　譲一�
尾田　武雄�
松本　文雄�
藤井　秀嗣�
稲垣不二男�
林　　哲三�

住　所�
福野町�
富山市�
砺波市�
庄川町�
砺波市�
庄川町�
庄川町�
砺波市�
庄川町�

現・新�
新�
現�
新�
新�
現�
現�
新�
新�
新�

　皆様からのご厚志に対し、深く感謝申し
上げ、有効に活用させていただきます。�

■福祉資金として�
▽庄川町庄 武田忠志さん�

（亡母の供養に７万円）�
▽庄川町天正 石黒靜男さん�

（亡母の供養に１５万円）�
▽庄川町落シ 吉藤助治さん�

（亡父の供養に１０万円）�
▽庄川町三谷 山本小百合さん�

（亡夫の供養に２０万円）�
■庄川美術館へ�
▽庄川町金屋 辻紀和子さん�

（亡夫の供養に２０万円（展示備品））�
■各保育所父母の会より（３２万円相当）�
東山見保育所へ�
 品目：おひなさま １式�
 品目：紙芝居行事用 ８冊�
 品目：ボール １１個�
青島保育所へ�
 品目：ワンタッチ日除け １台�
 品目：ソフトベンチ ２台�
雄神保育所へ�
 品目：ＭＤステレオシステム １台�
種田保育所へ�
 品目：ままごとキッチンセット １式�
■庄川小学校へ�
▽庄川小学校平成１４年度卒業生一同�

（屋外時計 １２万円相当）�
▽庄川小学校ＰＴＡ�

（レクチュアアンプ １６万円相当）�
■庄川中学校へ�
▽庄川中学校平成１４年度卒業生一同�

（額装 ２７万円相当）�
▽庄川中学校ＰＴＡ�

（横断幕 ７万円相当）�
■広報送付お礼として�
▽兵庫県神戸市 澤田誠治さん�

（１万円）�

　軟らかいタッチで石や木をモ
チーフに、独創性ある作品を制
作し、全国各地で作品を発表さ
れています。�
〔南部治夫経歴〕�
1958　井波町生まれ�
1980　武蔵野美術大学彫刻科卒�
1986　文化庁芸術家国内研修員歴任�
主催／南部治夫彫刻展実行委員会�
会　期　４月５日（土）～２８日（月）�
開　館　午前10時～午後６時�
　　　　※火曜日 休館�

平成１５年度、各区をお世話いただく区長の皆さんです。１年間よろ
しくお願いいたします。（敬称略）�

文化財保護審議委員任命�
　庄川町の文化財保護に対して適切な助言と指導をいただく、文
化財保護審議会審議委員に次の９名の方が任命されました。�
任　期　平成１５年４月１日から平成１８年３月３１日�

１区�
２区�
３区�
４区�
５区�
６区�
７区�
８区�

９区�
１０区�
１１区�
１２区�
１４区�
１５区�
１９区�
２０区�

２１区�
２２区�
２３区�
２４区�
２５区�
２６区�
２７区�
２８区�

３０区�
３１区�
３３区�
３４区�
３５区�
３６区�
３８区�

明瀬祐一郎�
松谷　謙三�
石黒　栄作�
南部　　進�
上野　亮平�
藤森　　稔�
上田　信一�
齊藤　市郎�

杉森　孝雄�
島田　好彦�
但田　清七�
藤掛　重光�
西野　敬信�
下川　友男�
押見　三郎�
小西　　勲�

武田　義秋�
山本　勇治�
島田　洋一�
里子　大海�
石黒　吉弘�
沖田　彰広�
但田　　進�
村井　義為�

大蔵外喜雄�
田中　與八�
石黒　　　�
原　　忠克�
伊東　　甫�
米澤　一雄�
泉野　外吉�
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石
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庄
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魚
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�

婦
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杉
原
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井
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長
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教

諭
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坪
本 

好
美�

古
瀬 

雅
子�

小
竹 

寿
子�

中
島
由
美
子�

梶
田 

幸
恵�

島
田 

直
子�

高
瀬 

厚
子�

小
幡 

律
子�

大
浦 

智
子�

前
田 

直
子�

横
山 

　
恵�

野
原 

一
美�

今
井 

芳
正�

朝
日 

　
淳�

石
田 

有
正�

中
筋 

正
之�

西
嶋 

秀
文�

福
冨 

京
子�

大
西 

良
美�

新
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名
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小
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校
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学
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南部氏の作品�

善 意 の 窓 �



花壇に
�

素敵な
愛称が

�

つきま
した�

伝
は
り
し
家
の
道
具
と
使
ひ
き
て
家
族
で

食
み
し
や
短
き
擂
り
粉
木�

老
い
た
れ
ば
夢
だ
に
思
ふ
事
な
き
に
文
化

表
彰
は
ず
か
し
く
受
く�

入
選
す
そ
れ
ぞ
れ
の
暗
の
題
名
の
父
母
妻

吾
息
の
油
絵
と
し
て�

早
春
の
川
の
岸
辺
の
猫
柳
ふ
っ
く
ら
と
咲

き
ぬ
く
も
り
感
ず�

日
本
人
の
「
体
内
時
計
」
の
狂
い
た
る

日
々
の
ニ
ュ
ー
ス
に
身
を
縮
め
た
る�

向
い
山
移
ろ
ひ
早
し
墨
衣
静
寂
の
森
に
靄

の
湧
き
た
つ�

卒
寿
と
は
他
人
の
事
と
思
ひ
し
に
我
も
人

並
何
時
し
か
超
え
て�

嬉
々
と
し
て
孫
は
両
の
手
差
し
延
べ
て
宙

に
舞
ひ
上
ぐ
シ
ャ
ボ
ン
玉
追
ふ�

又
一
人
戦
友
は
逝
き
け
り
生
存
の
余
命
の

程
は
あ
づ
け
る
如
く�

透
き
通
る
春
の
光
に
か
が
よ
ひ
て
手
に
絡

み
く
る
ひ
と
ひ
ら
の
雪�

ゆ
く
冬
の
大
気
ふ
く
ら
む
川
辺
り
の
斑
れ

の
雪
や
冬
草
の
あ
お�

北
の
國
日
本
の
援
助
何
思
ふ
今
日
も
ニ
ュ

ー
ス
に
テ
ポ
ド
ン
発
射�

叔
母
上
は
人
生
こ
つ
こ
つ
九
十
年
悲
喜
こ

も
ご
も
と
歌
を
た
し
な
む�

睨
み
か
け
距
離
狭
め
く
る
ダ
ン
プ
カ
ー
ふ

と
消
え
ミ
ラ
ー
に
映
え
る
夕
焼
け�

オ
ル
ゴ
ー
ル
に
合
わ
せ
て
唄
う
ひ
な
ま
つ

り
娘
や
孫
ら
の
雛
の
い
と
し
さ�

弥
生
の
空
隈
な
く
澄
め
り
か
か
る
と
き
黄

砂
流
れ
来
よ
紗
を
ひ
く
如
く�

短 歌�俳 句�
春
の
夢
庄
川
百
景
彷
徨
へ
り�

鑿
打
て
ば
春
め
く
色
の
香
り
立
つ�

恋
ふ
春
の
色
兆
し
け
り
雑
木
山�

飛
沫
あ
げ
急
ぐ
若
者
寒
も
ど
る�

寒
月
の
雲
間
漂
い
我
が
後
に�

永
久
に
西
行
が
好
き
花
が
好
き�

春
一
番
青
き
天
空
か
け
め
ぐ
る�

雪
解
け
の
畦
に
残
り
し
緋
の
か
ぶ
ら�

紙
雛
を
折
つ
て
歌
つ
て
デ
ー
ホ
ー
ム�

ろ
う
梅
の
仄
か
に
匂
う
日
暮
ど
き�

水
仙
を
一
元
添
え
て
友
を
待
つ�

古
稀
過
ぎ
し
二
人
す
ま
い
に
暖
炉
あ
り�

花
種
を
わ
く
わ
く
選
び
夢
を
馳
す�

茎
立
ち
の
大
根
の
畝
続
き
を
リ�

春
浅
し
夫
の
日
記
を
紐
解
き
ぬ�

蓮
如
忌
や
湖
面
に
月
の
灯
り
た
る�

凍
星
を
捉
へ
し
頬
の
張
り
つ
め
り�

志
功
画
き
し
厠
の
菩
薩
暖
か
し�

春
告
げ
る
野
鳥
の
声
の
鋭
か
り�

仕
事
場
に
春
風
入
れ
て
一
服
す�

春
月
の
梢
に
か
か
り
て
梢
撓
む�

浮
き
雲
や
安
達
太
良
山
の
風
眩
し�

汐
騒
へ
古
巣
ひ
と
つ
を
掲
げ
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松
井
　
寒
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斉
藤
　
尤
鶴�

石
山
　
　
欣�

谷
口
　
六
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岡
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郁
子�

上
野
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の
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飯
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川
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沖
田
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押
見
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美
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瀧
　
　
昌
子�

堂
垂
　
　
子�

冨
樫
ア
ヤ
子�

吉
田
百
合
子�

森
松
さ
ち
子�

久
保
美
智
子�

さ
ま
よ�

の
み�

ほ
の�

ひ
と
も
と�

だ
ん
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き
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ひ
ま
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た
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と
こ
し
え�

う
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き�

　
　
　
　
　

朝
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捨
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田
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川
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志
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長
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藤
本
久
美
子�

　
　
　
　
　

松
原
　
樹
雄�

　
　
　
　
　

森
松
　
邦
子�

　
　
　
　
　

山
崎
　
則
子�

　
　
　
　
　

山
本
　
知
子�

　
　
　
　
　

吉
田
　
数
子�

　
　
　
　
　

野
村
　
玉
枝�

い
て
ぼ
し�

か
わ
や�

は�

た
わ�

ま
ぶ�

あ
　
こ�

24H15年／4月号�

ア
カ
ン
サ
ス
　
野
村
玉
枝
選�

庄
川
俳
句
会�

山
ま
ゆ
の
会
　
久
保
美
智
子
選�

　町内１４箇所の花壇の愛称を募
集した結果、右記のとおり愛称
を決定し、看板を設置しました。
今後も皆さんのご協力により、
花がいっぱいで夢のあふれるま
ちづくりを考えています。町民
皆さんから、多数のご応募いた
だきありがとうございました。�

番号�

①�
②�
③�
④�
⑤�
⑥�
⑦�
⑧�
⑨�
⑩�
⑪�
⑫�
⑬�
⑭�

場　　　　　所�

古上野地内�
種田農村公園�
種田コミュニティーセンター前�
五ケ地内�
ＣＯＯＰ前�
アムール横�
三谷地内�
鮎や前�
関西電力㈱社宅横�
町民プール横�
二万石用水沿�
２０区公民館横�
畑直地内�
１区公民館横�

愛　　　称愛　　　称�

古上野西の公園古上野西の公園�
種田ふれあい花壇種田ふれあい花壇�
コミュニティー花壇コミュニティー花壇�
五ケみち花壇五ケみち花壇�
２４２４（ニイヨンニイヨン）花小道花小道�
庄川中央通りガーデン庄川中央通りガーデン�
三谷ガーデン三谷ガーデン�
鮎っ子ガーデン鮎っ子ガーデン�
松川除ふれあい花壇松川除ふれあい花壇�
ふれあいプール花壇ふれあいプール花壇�
二万石花街道二万石花街道�
中之島第一ガーデン中之島第一ガーデン�
畑直プチガーデン畑直プチガーデン�
小川原プチ花壇小川原プチ花壇�

愛　　　称�

古上野西の公園�
種田ふれあい花壇�
コミュニティー花壇�
五ケみち花壇�
２４（ニイヨン）花小道�
庄川中央通りガーデン�
三谷ガーデン�
鮎っ子ガーデン�
松川除ふれあい花壇�
ふれあいプール花壇�
二万石花街道�
中之島第一ガーデン�
畑直プチガーデン�
小川原プチ花壇�

花壇愛称決定 一覧表�



この人この顔�

斉藤  日和ちゃん�
（青島）�

父…司　母…麻紀�

岩田  涼花ちゃん�
（金屋）�

父…敦　母…智美�

越知  秀太くん�
（三谷）�

父…学　母…真理子�

倉田 英毅 さん�
（五ケ）�

「
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
人
生
」�

この人生�

25 H15年／4月号�

　このコーナーでは、満３歳までの子どもの写真を募集し
ています。�
　住所、保護者、子どもの氏名（性別）、保護者から子ども
へのメッセージ（20字程度）を書いて、企画調整課へ提出し
てください。（郵送でも可）自薦、他薦は問いません。�
　掲載は先着順となります。また、掲載後は、広報と一緒
に返却します。�

ひより� りょうか�

い
っ
ぱ
い
食
べ
て
、
大
き
く
な
っ
て
ね
。�

しゅうた�

毎
日
、お
兄
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
元
気
に
す
く

す
く
育
っ
て
下
さ
い
ね
。�

お
姉
ち
ゃ
ん
、
お
兄
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
ね
。�

　
倉
田
さ
ん
は
、
２
月
２８
日
か
ら
３
月
２
日
ま
で
群
馬
県
で
行
わ
れ
た「
第
１０
回
全
日
本
ス
ノ

ー
ボ
ー
ド
テ
ク
ニ
カ
ル
選
手
権
大
会
」男
子
ア
ル
パ
イ
ン
部
門
で
２
位
に
輝
き
ま
し
た
。�

　
倉
田
さ
ん
が
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
は
じ
め
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
高
校
生
の
と
き
深

夜
の
テ
レ
ビ
番
組
で
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
が
紹
介
さ
れ
て
い
て
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
ス
ケ
ー
ル
の

大
き
さ
や
ア
ク
シ
ョ
ン
の
自
由
度
な
ど
に
魅
力
を
感
じ
た
こ
と
か
ら
で
し
た
。�

　
倉
田
さ
ん
は
、
普
段
か
ら
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
た
め
の
イ
メ
ー
ジ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
バ
ラ
ン

ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
ス
ト
レ
ッ
チ
を
毎
日
欠
か
さ
ず
、「
自
分
が
好
き
な
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
た

め
だ
か
ら
働
く
こ
と
が
で
き
る
」と
冬
は
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
、
夏
は
農
家
の
長
男
と
し
て
農

業
に
従
事
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
今
年
度
開
催
さ
れ
た
町
の
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室
の
講
師
も
務
め
て
お
ら
れ
、「
町
民

の
皆
さ
ん
に
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
楽
し
さ
を
わ
か
っ
て
も
ら
い
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
広
め
て
い

き
た
い
」と
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。�

　
倉
田
さ
ん
は「
昨
年
は
３
位
、
今
年
は
２
位
だ
っ
た
が
、
来
年
は
優
勝
を
め
ざ
し
て
も
っ
と

技
術
を
高
め
た
い
」と
意
気
込
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。�

※
ア
ル
パ
イ
ン
と
は
、
ス
キ
ー
で
い
う
ス
ピ
ー
ド
を
競
う
回
転
競
技
の
こ
と
で
す
。�

８�



す
こ
や
か
に�

し
あ
わ
せ
に�

や
す
ら
か
に�

戸
籍
の
窓�

住
所
　
出
生
児
氏
名
　性
別
　保
護
者
名�

示
野
　
石
橋
　
佳
奈
　
女
　
浩�

天
正
　
米
澤
　
　
碧
　
女
　
義
浩�

金
屋
　
吉
田
　
　
剛
　
男
　
聖
児�

金
屋
　
斉
藤
　
真
尋
　
女
　
淳�

古
上
野
　
鈴
木
　
尚
人
　
男
　
智
尚�

金
屋
　
高
田
　
楓
己
　
女
　
博
人�

金
屋
　
神
下
　
知
子
　
女
　
昌
也�

金
屋
　
津
島
　
珠
羽
　
女
　
忍�

青
島
　
大
伴
　
勇
人
　
男
　
一
貴�

青
島
　
岡
部
　
颯
羽
　
男
　
旭
宏�

（�（�（� 　
住
　
所
　
　
　
夫
婦
氏
名�

　
金
　
屋
　
　
金
　
本
　
政
　
祐�

　
砺
波
市
　
　
（
金
森
）
由
　
希�

　
青
　
島
　
　
小
　
西
　
祐
　
樹�

　
砺
波
市
　
　
（
小
西
）
博
　
子�

　
　
筏
　
　
　
竹
　
部
　
晴
　
仁�

　
高
岡
市
　
　
（
吉
村
）
佳
英
子�

住
　
所
　  

故
　
人
　
名
　
年
齢�

　
庄
　
　  

武
田
ソ
ト
エ
　
89�

落
　
シ
　  

吉
藤
兵
次
郎
　
76�

金
　
屋
　  

辻
　
　
四
郎
　
70�

金
　
屋
　  

小
西
　
信
一
　
68�

青
　
島
　  

米
道
　
正
雄
　
84�

金
　
屋
　  

米
道
　
徳
治
　
81�

三
　
谷
　  

山
本
　
昭
作
　
76
�

死
亡�

月
日�

3／9
3／13

3／14
3／15

3／16
3／20

2／22

2／13
2／17

2／21
3／1

3／2
3／5

3／7
3／10

3／14
3／16

出
生�

月
日�

嵐山 まだら模様の エドヒガン　舟戸 合口ダム下より�

しまだ�

　『子どもたちの笑
顔』これが、広報編集
者達の合言葉です。これは、
子どもの笑い顔があれば、
どんな記事でも絵になるという意
味です。�
　子どもたちは、カメラを向ける
とポーズを取って笑顔を見せてく
れますが、なかなか自然な笑みを
撮りたい私を満足させてくれませ
ん。満足させてくれる無邪気な笑
顔には、大人とは、違う柔らかい
表情、動作があります。そして目
は、生き生きとし遠くの未来を見
ているように思えます。�
　４月号から一年間、庄川小学校
の児童を表紙にしますので、次世
代を担うキラキラと光る星たちを
皆さん楽しみにしてください。�

●町の人口（３月末日現在）●�

人　口 7,251人　 （△  5） （△17） 転入 47�
　男 3,479人　 （△  8） （△21） 転出 56�
　女 3,772人　 （＋  3） （＋  4） 出生 11�
世帯数 2,043世帯 （△  1） （＋  6） 死亡 7

前年比�前月比�

26

発
行
日
／
平
成
十
五
年
四
月
五
日
　
発
行
所
／
富
山
県
庄
川
町
（
郵
便
番
号
九
三
二
ー
〇
三
九
三
）�

印
刷
／
㈱
ア
ヤ
ト
　
第
五
八
八
号�

H15年／4月号�

　
（
2
月
21
日
〜
3
月
20
日
申
出
の
も
の
の
み
掲
載
）�

編 集 後 記 �

本紙は、資源保護のため再生紙を使用しています。�

写
真
撮
影
　
山
田
　
辰
夫 

氏
／
写
真
解
説
　
杉
森
富
美
吉 

氏�

老齢人口 1,807人 （　   △2） （　 ＋19）�
　　　率 24.9％ （　0.0％） （＋0.3％）�
幼年人口 968人 （　   ＋3） （　 ＋12）�
　　　率 13.3％ （　0.0％） （＋0.1％）�

か
　
な�

み
ど
り�

ご
う�

ま
ひ
ろ�

な
お
と�

ふ
う
き�

と
も
こ�

し
ゅ
う�

は
や
と�

り
ゅ
う�

　
庄
川
の
景
観
指
定
席
は
、
百
を
数
え
て
も
ま
だ
余
る
。
四
季
の
う
つ
ろ
い
に
よ
っ
て

変
わ
る
水
の
色
、
樹
々
の
色
、
空
の
色
…
。�

　
京
都
保
津
川
の
嵐
山
と
並
び
称
さ
れ
る
砺
波
嵐
山
は
、
こ
の
時
期
、
花
の
絣
の
山
に

な
る
。�

　
今
は
亡
き
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
松
岸
得
之
助
先
生
は
、
エ
ド
ヒ
ガ
ン
に
つ
い
て
の
ご
見

識
が
高
か
っ
た
。
「
エ
ド
ヒ
ガ
ン
は
、
庄
川
源
流
の
岐
阜
県
内
の
山
間
地
か
ら
、
庄
川

の
流
れ
に
添
っ
て
両
方
の
山
肌
に
育
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
野
鳥
が
桜
の
実
を
食
べ

て
、
種
が
フ
ン
と
共
に
散
ら
さ
れ
た
も
の
だ
。」
と
話
し
て
お
ら
れ
た
。�

　
嵐
山
に
点
々
と
咲
く
エ
ド
ヒ
ガ
ン
と
、
雪
ど
け
水
と
ダ
ム
の
景
観
の
中
に
ひ
た
り
な

が
ら
、
野
鳥
の
さ
え
ず
り
を
聞
け
ば
俗
界
を
離
れ
た
別
天
地
で
あ
る
。�

ほ
つ
が
わ

�

か
す
り�

ぞ
く
か
い�
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